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心をひとつに　前へ
(P19に関連記事)



年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

市議会議長　宮﨑　努

　新年あけましておめでとうございます。

　市民の皆さまには健やかに新春をお迎えのこと

と心よりお慶び申し上げます。

　昨年は「そだねー」で有名になったカーリング女

子の銅メダルを始め、金銀銅合わせて13個のメダ

ルを取るなど、明るい話題でスタートしました。

　一方、災害の多い年でもありまして「大阪府北部

地震」、「平成30年７月豪雨」、「台風21号」、「北海道

胆振東部地震」、「台風24号」と6月から9月にかけ

次々と大災害が襲来、加えて猛暑により全国的に

大きな被害が出たところでした。

　また、天皇陛下の譲位が決まり、「平成」が今年の

4月で終わることが決定された年でもありました。

市民の皆さま方におかれても、一つの時代が終わ

るということを実感されているのではないでしょ

うか。また、四万十市においては、一條教房公の下

向550年ということで、「土佐の小京都中村550年

祭」を実施し、節目となった年だったと思います。

　そのような中、四万十市では、高速道路延伸や防

災対策に加え、スケートボードパーク場の整備、保

育所における完全給食の実施等、市民の皆さまの

負託に応え、「四万十市総合計画」に基づき、着実に

実行しているところであります。

　市議会におきましては、議会改革の一環として、

インターネット中継やフェイスブック、LINE（ラ

イン）、議会だよりの充実化などを行い、より親し

みやすく見える議会へ、そして、昨年3月議会より

「予算決算常任委員会」を設置し、議会のチェック

機能の強化にも取り組んでいるところでありま

す。さらに市民の皆さまのお声に耳を傾け、複雑

化・多様化する行政需要を的確に把握するととも

に、その声を市政に反映させるべく、鋭意取り組ん

でまいります。

　結びに、市民の皆さまにとりまして、輝かしく実

り多い一年となりますことを心よりご祈念申し上

げ、年頭のごあいさつといたします。

市長　中平　正宏

　明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまにおかれましては、穏やかで清々

しい新年をお迎えになられたことと存じます。ま

た、本年4月で平成の時代も終わり、5月からは新元

号となり、新しい時代の幕開けとなります。

　昨年は、前関白一條教房公が応仁の乱を機に中

村の地に下向し、550年の節目の年を迎えました。

記念行事として3月に開幕した「土佐の小京都中村

550年祭」では、一條神社境内での薪能、不破八幡宮

での夜神楽奉納などが催され、市民祭パレードに

おいては、オリエンタルランドのご協力により、

ミッキーマウスを先頭に多くのキャラクターに参

加していただきました。そのほか、第2回の産業祭

や箕島高校・高知商業高校を招いての招待野球な

ど、年間を通して多くのイベントが実施されまし

た。その550年祭もこの2月の郷土資料館のリ

ニューアルオープンをもってフィナーレを迎えま

す。このような取り組みを故郷への愛着と誇りを

深める契機とし、「郷土の歴史・文化の伝承」はもと

より「小京都のまちなか再生」や「地域の賑わいづ

くり」へ向け、今後も官民一体となって取り組んで

まいります。

　また、11月には、一般国道56号片坂バイパスが

開通しました。この開通を契機にさらに魅力ある

地域づくりを推進し、未開通区間の早期完成・「大

方－四万十間」の事業化や横瀬川ダムの早期完成

など、人の命を守り、地域を元気にするインフラ整

備につきましても、全力で取り組んでまいります

ので、引き続きのご支援、ご協力をお願い申し上げ

ます。

　結びに、今年一年が皆さまと四万十市にとりま

して健やかで幸多い一年となりますようご祈念申

し上げまして年頭のごあいさつといたします。
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11
月
18
日
、市
立
安
並
運
動
公
園
で
第
２

回
四
万
十
市
産
業
祭「
し
ま
ん
と
の
〝
チ
カ

ラ
〞
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
、市
内
外
か
ら

約
２
万
人
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、会
場
に
は
市

内
の
事
業
者
を
中
心
に
53
団
体
が
集
ま
り
、

四
万
十
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
グ
ル
メ
の

出
店
を
は
じ
め
、働
く
車
の
展
示
や
動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、土

佐
中
村
一
條
太
鼓
の
演
奏
に
始
ま
り
、ト
ン

ボ
王
国
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、地
元
園
児
に
よ
る

ぶ
し
ゅ
か
ん
サ
ン
バ
や
ダ
ン
ス
、餅
投
げ
な

ど
が
行
わ
れ
、大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、体
育
館
で
も
、健
康
・
育
児
相
談
、

出
会
い
結
婚
相
談
、マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
や
小

学
生
未
満
を
対
象
に
し
た
お
菓
子
投
げ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、会
場
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

も
、土
佐
の
小
京
都
中
村
５
５
０
年
祭
記
念

事
業
高
校
野
球
招
待
試
合
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
の
ギ
ネ
ス
記
録
挑
戦
な
ど
の
多
彩
な
関

連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、産
業
祭
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、「
名
産
品
な
ど
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。」「
い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
あ
り

楽
し
め
た
。」「
子
ど
も
も
楽
し
め
る
も
の
が

多
く
あ
っ
た
。」と
の
声
を
い
た
だ
く
な
ど
、

本
市
の
産
業
を
は
じ
め
、多
様
な
魅
力
を
満

喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
、念
願
で
あ
っ
た『
一
般
国
道

56
号
片
坂
バ
イ
パ
ス
』が
開
通
し
ま
し
た
。

　
交
通
の
難
所
で
あ
っ
た
片
坂
を
回
避
で

き
る
よ
う
に
な
り
、特
に
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
女
性
の
会
」で
は
、こ
れ
ま
で
県
内
の
首

長
等
で
組
織
す
る
期
成
同
盟
会
と
と
も
に
、

国
に
対
し
、県
西
部
へ
の
早
期
延
伸
を
強
く

訴
え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、記
念
す
べ
き

開
通
を
控
え
た
11
月
13
日
、会
員
等
23
名
が

参
加
し
て
現
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。国
土

交
通
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
の
ご
協
力

に
よ
り
、当
会
で
の
片
坂
バ
イ
パ
ス
見
学

は
、小
学
生
と
の
勉
強
会
を
含
め
３
度
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
開
通
前
の
６
・
１
㎞
区
間
で
、道

路
の
構
造
や
地
域
の
気
候
を
考
慮
し
て
施

工
さ
れ
た
舗
装
な
ど
の
説
明
を
受
け
、建
設

「
四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性
の
会
」

片
坂
バ
イ
パ
ス
見
学

中
に
も
見
学
し
た
市
ノ
瀬
橋
を
歩
い
て
渡

る
な
ど
、貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
会
は
、女
性
の
視
点
か
ら
の
道
路
整
備

の
重
要
性
を
関
係
機
関
に
届
け
る
た
め
、平

成
26
年
度
に
設
立
さ
れ
、現
在
、会
員
１
１
０

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。今
後
も
四
国
横
断

自
動
車
道
を
は
じ
め
、国
道
４
３
９
号
・
４
４

１
号
な
ど
、市
域
の
幹
線
道
路
の
早
期
整
備

に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
随
時
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
活
動
に
興
味
の
あ
る
女
性
の

方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性

　
の
会
」事
務
局
　（
市
）ま
ち
づ
く
り
課

　
☎（
３
４
）８
１
５
０
　

　
F
A
X（
３
４
）０
３
８
１

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―

　
　  

第
２
回
四
万
十
市
産
業
祭

　
　  

『
し
ま
ん
と
の
〝
チ
カ
ラ
〞
フ
ェ
ス
タ
』大
盛
況子どもたちに大人気！働く車の展示 53団体出店で会場は大盛況 土佐中村一條太鼓の演奏
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
企
画
調
整
係
　

　
☎（
3
4
）1
1
2
9

　
1
年
間
試
行
的
に
実
施
し
て
き
た
窓
口

業
務
の
時
間
延
長
に
つ
い
て
、1
月
4
日
か

ら
利
用
者
の
多
い
部
署
で
継
続
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
お
仕
事
な
ど
で
業
務
時
間
内
に
来
庁
で

き
な
い
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
延
長
時
間

　
①
平
日
の
12
時
か
ら
13
時
ま
で

　
②
毎
週
水
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

　
　
く
。）の
17
時
15
分
か
ら
19
時
ま
で

※
実
施
対
象
部
署
お
よ
び
対
応
業
務
に
つ

　
い
て
の
詳
細
は
、広
報
12
月
号
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係
　

　
☎（
3
４
）１
８
０
４

　
市
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど

の
課
題
が
あ
る
な
か
、住
み
や
す
さ
を
い
つ

ま
で
も
実
感
で
き
、持
続
可
能
で
活
気
が
あ

る
ま
ち
を
目
指
し
、高
齢
者
や
若
い
世
代
が

「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
」に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

生
活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、無
作
為
に
抽
出
す
る
約
２
０
０

０
人
の
市
民
の
方
々
を
対
象
に
、「
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
」に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
１
月
中
旬
に
調
査
票
を
郵
送
す
る
予
定

で
す
。調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
ご
回
答
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
都
市
計
画
区
域
内
で
あ
る
中
村
、具
同
、

　
東
山
、後
川
の
一
部
、下
田
地
区
の
う
ち

　
２
０
０
０
人

■
回
答
方
法
　

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
調
査
票
を
ご

　
返
送
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　(

市)

ま
ち
づ
く
り
課
　
計
画
係

　
☎(

３
４
）８
１
５
０

　
F
A
X(

３
４
）０
３
８
１

　
県
内
の
農
協
合
併
に
伴
い
、1
月
1
日
よ

り「
高
知
は
た
農
業
協
同
組
合
」が
行
っ
て

き
た
市
税
等
の
収
納
業
務
は「
高
知
県
農
業

協
同
組
合
」に
引
き
継
が
れ
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、お
手
持
ち
の
納
付
書
等
は
、す
べ
て

の「
高
知
県
農
業
協
同
組
合
」の
窓
口
に
て

そ
の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、

口
座
振
替
も
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
動
振
替

し
ま
す
の
で
、新
た
な
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）収
納
対
策
課
　
　

　
☎（
3
５
）５
５
５
２

　（
本
庁
）税
務
課
　

　
☎（
3
4
）1
1
1
２

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
1
　

　
宝
く
じ
の
収
益
で
運
営
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、と
み
や
ま

里
づ
く
り
委
員
会
が
、大
用
地
区
で
馬
と
こ

ど
も
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
馬
と
こ
ど
も

の
里
山
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
地
区
内
外
の
子
供
た
ち
が
集
ま

り
、乗
馬
体
験
や
、馬
を
使
っ
て
い
た
こ
ろ

の
農
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
農
耕
馬
は
大
用
地
区
で
飼
育
さ
れ
、

作
業
の
な
い
日
は
道
路
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
は
、地
区
が

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

「
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
」

本
格
実
施

農
協
合
併
に
伴
う
市
税

等
の
納
付
・
口
座
振
替
に

つ
い
て

馬
と
こ
ど
も
の
里
山
ま

つ
り
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　本年も「ハザードマップを見てみよう」をよろしくお願いします。
　いよいよ平成もあとわずかとなりました。平成の終了とともに出水期（河川が増水しやすい時期）が始ま
ります。昨年のような大きな被害をもたらす豪雨がないことを祈らずにはいられませんが、そこはお天気、
自然をコントロールすることはできないので、普段からの備えにより一層力を入れて、風水害への準備を万
端にしてください。
　さて、今年1回目は「地震」についてです。P7上部をご覧ください。
　左の「グラッときたら身の安全を確保」、右の「揺れがおさまったら高台へ避難」。これは緊急地震速報や、
強い揺れを感じたときの基本です。

　部屋の中では固定していない「家具」が凶器と
なって襲って来ます。外では、耐震性のない建物の
倒壊や、さまざまな落下物・転倒物に襲われる危険
性があります。揺れが収まり自身の安全が確保でき
たら、避難行動に移ります。
　津波の恐れがある沿岸部は、津波注意報や警報・
大津波警報の発令を待たずに高台に避難してくだ
さい。市の大部分を占める山間部では、二次災害（地
震火災・土砂災害）に注意しながらの避難が必要と
なります。
　取るべき避難行動は、住んでいる地域によって
違ってきます。平時より、自宅から避難所までのよ
り安全な（避難経路が広い、建物の倒壊等でふさが
らない等）避難路を複数把握しておきましょう。地

震災害は風水害と違い「事前に情報が手に入らない」ため、「普段からの備え」がより重要です。「備え」があれ
ば避けられる被害もあります。「備え」によって助かる命があり、命を守るための「安心」の1つが手に入るの
です。
　本市では、風水害時の「マイタイムライン」の作成を推進していく予定です。これは「起こっている災害・気
象情報をもとに、時間経過に沿ってどのような行動をとっていくか」を「個人」または「世帯」であらかじめ決
めて、災害時に生かそうというものです。　
　「1年の計は元旦にあり」といいます。各ご家庭で、大規模災害時（地震・風水害等）の行動について話し合っ
てみましょう。そして、“転ばぬ先のつえ”を持って、災害に立ち向かえるようにしましょう。
　2019年が災害のない平穏な年となりますよう祈念いたしまして、新年最初の記事といたします。

　  ハザードマップの見方や活用方法などに関する出前講座を行っています。これまでに14地区、5団体、
　  5校で行いました。お問い合わせ、お申し込みをお待ちしています。

【問い合わせ先】（市）地震防災課　☎(35)2044　E-mail：bousai@city.shimanto.lg.jp

防災行政無線がよく聞こえなかったときは、「34-7800」で「自動音声」にて確認できます。

ハザードマップを見てみよう （第8回）

　
本
年
度
、（
一
財
）日
本
防
火
・
危
機
管
理

促
進
協
会
、消
防
庁
か
ら
標
識
の
配
布
を
受

け
、山
火
事
予
防
の
呼
び
か
け
を
行
う
た

め
、市
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等（
高
森

山
、
為
松
公
園
、
香
山
寺
、
石
見
寺
等
）に

（
市
）ま
ち
づ
く
り
課
と
合
同
で「
林
野
火
災

防
止
標
識
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、人
の
不
注
意
に

よ
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
、山
火

事
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
消
防
署
　
予
防
第
二
係

　
☎（
３
４
）５
８
８
１

　
西
土
佐
分
署
　
予
防
係

　
☎（
５
２
）１
１
４
３

山
火
事
予
防
の
標
識
を

設
置

ハイカーに呼びかけ（具同 高森山）
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営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、止
水
板
を

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
事
務
局 

　

　（
市
）環
境
生
活
課
　
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
6

　
12
月
9
日（
日
）に
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
舞
踊
会
の
収

益
金
を
四
万
十
市
の
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、慶
祥
流
祥
芳
会（
慶
祥
芳
之

さ
ま
）、若
柳
流
小
鳩
会（
若
柳
吉
鶴
司
さ

ま
）か
ら
、金
10
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
厚
志

に
、あ
ら
た
め
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、四
万
十
市

社
会
福
祉
基
金
へ
積
み
立
て
し
、社
会
福
祉

事
業
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、基
本
的

に
特
定
記
録
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
が
、何

ら
か
の
ご
都
合
で
簡
易
書
留
郵
便
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、市
民･

人
権
課
国
保
係
ま
た

は
、西
土
佐
住
民
分
室
に
て
申
請
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、１
月
末
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
】

　（
持
参
す
る
物
）

　
①
保
険
証
　
②
世
帯
主
の
印
鑑

【
郵
送
】

　
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
は
、任
意
の
様
式

に
左
記
の（
１
）か
ら（
５
）に
つ
い
て
ご
記

入
押
印
の
上
、「
簡
易
書
留
郵
便
希
望
」を
明

記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　(

１)

保
険
証
の
記
号
番
号

　(

２)

住
所

　(

３)

世
帯
主
の
氏
名

　(

４)

電
話
番
号

　(

５)

希
望
理
由

※

ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左

　
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）市
民･

人
権
課
　
国
保
係

　
☎(

３
４
）１
１
１
４

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

平
成
31
年
度
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
簡
易

書
留
郵
便
の
申
請
に
つ

い
て

　
平
成
20
年
に
粗
大
ご
み
の
指
定
証
票
が

1
0
0
円
に
改
正
さ
れ
、経
過
措
置
と
し
て

こ
れ
ま
で「
四
万
十
市
の
50
円
の
証
票（
青

色
）2
枚
1
組
」で
の
ご
み
出
し
を
可
と
し

て
い
ま
し
た
が
、平
成
31
年
4
月
1
日
よ

り
、「
四
万
十
市
の
1
0
0
円
の
証
票（
オ
レ

ン
ジ
色
）」の
使
用
以
外
は
粗
大
ご
み
の
収

集
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
50
円
の
証
票（
中
村
市
分
を
含

む
。）に
つ
い
て
は
、還
付
・
交
換
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
本
庁
）環
境
生
活
課 
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
6

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課

　
☎（
５
２
）1
1
1
1

　
市
で
は
地
区
ご
と
に
、家
庭
ご
み
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
ご
み
を
出
す
際

は
、次
の
点
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

〇
ご
み
袋
は
、「
四
万
十
市
」指
定
袋
を
使
用

　
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ご
み
が
袋
か
ら
出
な
い
よ
う
に
四
隅
を

　
し
っ
か
り
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

〇
ご
み
出
し
は
収
集
日
当
日
の
午
前
8
時

　
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　（
そ
れ
以
降
に
出
さ
れ
た
ご
み
は「
違
反

　
ご
み
」扱
い
と
な
り
収
集
で
き
ま
せ
ん
。）

　
違
反
ご
み
は
、周
辺
地
域
の
景
観
・
衛
生

環
境
な
ど
を
損
な
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。地
区
ご
と
の
収
集
計
画
表
で
収
集
日
や

品
目
な
ど
を
あ
ら
た
め
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
　
収
集
計
画
表
は
、市
役
所
お
よ
び
西
土
佐

総
合
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、家

庭
ご
み
分
別
の
際
に
役
立
つ「
家
庭
ご
み
分

別
辞
典
」に
つ
い
て
も
併
せ
て
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、お
持
ち
で
な
い
方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
（
本
庁
）環
境
生
活
課
　
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
6

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

　
春
の
代
掻
き
や
田
植
え
に
よ
っ
て
流
れ

出
る
濁
水
は
、河
川
の
生
態
系
や
景
観
へ
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。重
要
文
化
的
景
観
で

あ
る
四
万
十
川
を
守
る
に
は
、濁
水
の
流
出

を
防
ぐ
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
で
は
、農
業
を

家
庭
ご
み
収
集
に
つ
い
て

寄
付
の
お
礼

止
水
板
を
配
布
し
ま
す

「
粗
大
ご
み
指
定
証
票
」

50
円（
青
色
）の
取
扱
終
了

に
つ
い
て

止水板

け
い
し
ょ
う 

よ
し 

ゆ
き

わ
か 

や
ぎ  

き
ち  

つ
る  

し

し
ろ   

か
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す
。
　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た「
四
万
十
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、現
施
設
の
改
修
費
用
、維
持
管
理
コ
ス
ト
、

利
用
状
況
等
を
考
慮
し
、施
設
の
統
合
・
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
５
点
目
は「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
」で
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、市
税
や
普
通
交
付
税

の
減
少
に
よ
り
一
般
財
源
が
大
幅
に
減
少
す

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、持
続
可
能
な
財

政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、各
種
事
業
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
見
直
す
と
と
も
に
、「
第
２
次
行

政
改
革
大
綱
」に
掲
げ
る
重
点
項
目
を
意
識

し
、歳
入
の
確
保
、歳
出
の
抑
制
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　　
四
万
十
市
み
ん
な
で
防
災
訓
練

　
11
月
３
日
に
、内
閣
府
と
四
万
十
市
の
共
催

に
よ
り
、本
市
と
し
て
は
初
め
て
の
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
市
と
し
ま

し
て
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
発
災
に
備

え
、ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
な
く
、防
災
意
識
の

啓
発
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
、ソ
フ
ト

面
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、ま
だ
ま
だ
津
波
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
沿
岸
部

と
そ
の
他
の
地
区
と
で
は
、防
災
訓
練
の
実
施

状
況
や
参
加
率
に
差
が
あ
る
の
が
実
情
で
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
消

に
向
け
、で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
が
何
ら
か

の
訓
練
や
学
習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、市

内
全
体
で
同
じ
よ
う
に
防
災
意
識
が
啓
発
さ

全
化
な
し
」と
の
基
本
方
針
を
堅
持
し
、引
き

続
き
、「
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
」、「
歳
出
改

革
」、「
歳
入
改
革
」の
３
本
柱
の
改
革
を
加
速
・

拡
大
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
財
政
に
お
い
て
は
、地
方
の
歳

出
総
額
に
つ
い
て
２
０
１
８
年
度
地
方
財
政

計
画
の
水
準
と
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、改
革
努
力
等
に
応
じ
た
配
分
強
化
が
検
討

さ
れ
る
な
ど
、地
方
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め

る
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、今
後
も
国
の
動
向

に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
に

お
い
て
、合
併
後
初
め
て
財
源
調
整
を
行
う
た

め
、減
債
基
金
１
億
円
の
取
り
崩
し
を
行
い
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
き
ま

し
た
が
、普
通
交
付
税
に
お
い
て
は
、人
口
の

減
少
や
合
併
算
定
替
に
よ
る
縮
減
、景
気
対
策

と
し
て
上
乗
せ
措
置
さ
れ
て
き
た
歳
出
特
別

枠
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、臨
時
財
政
対
策
債
も

含
め
た
実
質
的
な
額
と
し
て
、平
成
27
年
度
か

ら
本
年
度
に
か
け
て
約
９
億
６
千
万
円
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、市
税
に
つ
い
て
も
人
口
の
減
少

に
よ
り
調
定
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
歳
入
の
増
加
は
期
待
で
き
ず
、ま
た
、歳
出

に
お
い
て
は
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
社

会
保
障
関
係
経
費
の
負
担
は
大
き
く
、さ
ら

に
、各
事
業
に
か
か
る
公
債
費
も
増
加
す
る
見

通
し
で
、来
年
度
に
お
い
て
も
こ
の
ま
ま
だ

と
、約
５
億
６
千
万
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま

れ
、財
政
見
通
し
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、財
政
の
健

全
化
を
図
り
つ
つ
も
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

　　　
来
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
な
ら
び
に
９

月
定
例
会
以
降
に
お
け
る
主
要
課
題
等
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
予
算
編
成
方
針

　
本
年
９
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、わ
が
国

経
済
の
景
気
認
識
を
示
す
基
調
判
断
は
、「
先

行
き
に
つ
い
て
は
、雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善

が
続
く
な
か
で
、各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ

て
、緩
や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
た
だ
し
、通
商
問
題
の
動
向
が
世
界
経
済

に
与
え
る
影
響
や
、海
外
経
済
の
不
確
実
性
、

金
融
資
本
市
場
の
変
動
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、相
次
い
で
い
る
自
然
災
害
の
経

済
に
与
え
る
影
響
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。」と
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、平
成
30
年
６
月
15
日
に
閣
議
決
定

し
た「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
１
８
」に
お
い
て
、少
子
高
齢
化
の
克
服
に

よ
る
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
を
図
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、人
づ
く
り
革
命
の
実

現
と
拡
大
、生
産
性
革
命
の
実
現
と
拡
大
、働

き
方
改
革
の
推
進
、新
た
な
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
お
よ
び「
経
済
・
財
政
一
体
改
革
」の
推
進

の
５
点
を
挙
げ
て
お
り
、特
に「
経
済
・
財
政
一

体
改
革
」の
推
進
で
は
、新
経
済
・
財
政
再
生
計

画
を
策
定
し
、「
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健

確
保
し
、各
種
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
着
実
に

実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、あ
ら
ゆ
る
事
業
を

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
、緊
急
度
・
優
先
度

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、事
業
の
厳
選
と
重

点
化
を
図
り
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効

率
的
に
活
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、総

合
計
画
に
掲
げ
る
市
の
将
来
像
で
あ
る「
人
が

輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
　
悠
久
と
躍
動
の
ま
ち

四
万
十
市
」を
実
現
す
る
た
め
、前
年
に
引
き
続

き
、次
の
５
点
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
１
点
目
は「
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推

進
」で
す
。

　「
四
万
十
市
総
合
計
画
」に
掲
げ
る
市
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
、現
在
の
進
捗
状
況
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、基
本
目
標
を
意
識
し
て

予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
２
点
目
は「
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
」で

す
。
　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た「
四
万
十
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
る

施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評

価
指
標
）達
成
に
向
け
、計
画
的
・
効
率
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
３
点
目
は「
施
策
の
厳
選
と
重
点
化
」で
す
。

　
事
業
の
優
先
順
位
を
厳
格
に
定
め
、緊
急

性
・
重
要
性
の
高
い
施
策
に
優
先
的
に
財
源
を

配
分
し
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効
率
的

に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、新
規
事
業
に
つ
い
て

は
費
用
対
効
果
を
充
分
に
検
討
し
た
う
え
、見

直
し
時
期
や
終
了
時
期
を
明
確
に
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
４
点
目
は「
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
」で

平
成
30
年
12
月
市
議
会
定
例
会

ー
抜
粋
ー

市

長

説

明

要

旨
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（
通
称
：
岩
間
沈
下
橋
）の
右
岸
側
橋
脚
の
一
つ

が
突
然
沈
下
し
、通
行
止
め
の
措
置
を
行
っ
て

か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
後

の
調
査
で
、三
里
橋
と
勝
間
橋
に
お
き
ま
し
て

も
、一
部
橋
脚
に
腐
食
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
岩
間
大
橋
に
お
き
ま
し
て
は
、沈
下
し
た
桁

と
橋
脚
の
撤
去
を
行
う
と
と
も
に
、撤
去
部
分

の
復
元
や
橋
脚
修
繕
の
た
め
の
調
査
設
計
を

10
月
中
に
完
了
し
ま
し
た
。今
後
は
既
存
の
橋

脚
に
対
し
て
、座
屈
防
止
の
た
め
の
モ
ル
タ
ル

充
填
工
事
を
今
年
度
の
渇
水
期
間
中
に
行
う

予
定
と
し
て
お
り
、本
格
的
な
修
復
に
向
け
て

の
工
事
は
来
年
度
か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、三
里
橋
な
ら
び
に
勝
間
橋
に
お
き
ま

し
て
は
、腐
食
が
確
認
さ
れ
た
橋
脚
に
対
し

て
、モ
ル
タ
ル
充
填
工
事
を
４
月
か
ら
５
月
に

実
施
し
、そ
の
後
、通
行
規
制
を
緩
和
す
る
措

置
を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
中
に
橋
脚
修
繕
の

た
め
の
調
査
設
計
を
行
い
、来
年
度
以
降
、本

格
的
な
修
繕
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、平
成
22
年
か
ら
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
屋
内
大
橋
に
お
き
ま
し
て
も
、桁
の
補
強

工
事
を
来
年
１
月
に
発
注
す
る
予
定
で
あ
り
、

一
日
も
早
い
通
行
規
制
の
解
消
に
向
け
て
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沈
下
橋
は
、四
万
十
川
の
景
観
を
構
成
す
る

代
表
的
か
つ
重
要
な
橋
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

流
域
集
落
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
活
道
路

で
も
あ
り
ま
す
。
来
年
度
以
降
も
、従
来
の
姿

を
少
し
で
も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
、高
知
県

が
新
設
し
た
支
援
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、訓
練
全
体
で
は
全
17
会
場
で
約

２
０
０
０
人
の
方
が
参
加
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
作
戦
」と
題
し
た
安
否
確

認
訓
練
に
約
４
７
０
０
世
帯
、
さ
ら
に
は
、

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
も
多
く
の
方
々
の

参
加
を
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

本
市
に
お
い
て
は
、防
災
意
識
の
重
要
性
を
広

く
啓
発
で
き
た
意
義
深
い
訓
練
に
な
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
訓
練
を
実
施
で
き
ま

し
た
の
も
、市
民
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、各
機

関
、団
体
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ
っ

て
の
こ
と
と
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
地
区
か
ら
は
来
年
度
以
降
も
実
施
し
た

い
、継
続
す
べ
き
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て

お
り
、今
回
の
経
験
や
聞
き
取
り
調
査
の
結
果

も
踏
ま
え
て
、来
年
度
以
降
も
防
災
意
識
の
高

揚
に
つ
な
が
る
訓
練
の
実
施
に
向
け
今
後
検
討

を
進
め
て
行
き
ま
す
の
で
、引
き
続
き
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
片
坂
バ
イ
パ
ス
の
開
通

　
去
る
11
月
17
日
に
、一
般
国
道
56
号
片
坂
バ

イ
パ
ス
の
開
通
式
が
、国
土
交
通
省
池
田
道
路

局
長
を
は
じ
め
、尾
﨑
高
知
県
知
事
や
地
元
選

出
の
国
会
議
員
な
ど
関
係
者
多
数
ご
出
席
の

中
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了

後
に
は
、黒
潮
町
拳
ノ
川
地
区
に
お
き
ま
し

て
、記
念
の
餅
投
げ
も
催
さ
れ
、い
よ
い
よ
実

現
し
た
幡
多
地
域
へ
の
高
速
道
路
の
延
伸
を

多
く
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
も
の

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、多
会
場
分
散
型
と
し
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
目
的
か
ら
、今
回
の
訓
練
で

は
、訓
練
会
場
ま
で
足
を
運
べ
な
く
て
も
、自

宅
に
居
な
が
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
訓
練
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、市
内
一
斉
の

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、市
町
村
全
域
規
模
と
し
て
は
県
内
で
初
め

て
の
実
施
と
な
る「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
作
戦
」

と
題
し
た
、玄
関
な
ど
に
避
難
し
た
こ
と
を
示

す
黄
色
い
布
を
掲
示
す
る
、地
区
内
安
否
確
認

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
訓
練
は
、大
変
シ
ン
プ
ル
な
訓
練

で
は
あ
り
ま
す
が
、地
震
を
始
め
と
す
る
大
規

模
災
害
時
に
お
い
て
は
、ま
ず
、自
分
の
身
を
守

る
自
助
、ま
た
、地
区
内
で
の
安
否
確
認
や
救
助

を
行
う
上
で
、ス
ム
ー
ズ
な
共
助
・
公
助
に
つ
な

が
る
重
要
な
訓
練
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
点
に
お
い
て
は
、発
災
時
に
取
る
べ
き

行
動
を
多
く
の
方
々
に
実
践
い
た
だ
け
る
訓

練
と
な
り
、非
常
に
有
意
義
な
訓
練
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、安
否
確
認
訓
練
終
了
後
は
、市
内
全

域
の
17
会
場
で
地
元
自
主
防
災
会
が
中
心
と

な
っ
た
訓
練
や
講
演
会
、学
習
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
た
ほ
か
、海
上
保
安
庁
お
よ
び
陸
上
自
衛

隊
の
公
助
の
役
割
を
担
う
機
関
と
の
連
携
し

た
訓
練
や
高
知
県
の
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援

応
援
訓
練
、高
知
地
方
気
象
台
に
よ
る
学
習
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、四
万
十
看

護
学
院
、日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
応
急
手
当
の

講
習
会
や
障
が
い
児
入
所
施
設
わ
か
ふ
じ
寮

に
よ
る
福
祉
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
、公
助
機

関
だ
け
で
な
く
民
間
団
体
に
も
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
。

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、地
域
の
熱
い
声
を
届
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
や
、事
業

推
進
に
心
血
を
注
が
れ
て
い
る
、国
土
交
通
省

並
び
に
高
知
県
、そ
し
て
ご
支
援
い
た
だ
い
た

国
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、県
議
会
・
市

議
会
議
員
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、改
め
ま

し
て
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
片
坂
バ
イ
パ
ス
を
含
む
四
国
横
断
自
動
車

道
の
延
伸
は
、ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
高
知
県

西
南
地
域
の
交
流
の
促
進
と
地
域
産
業
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、懸
念
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
津
波
発
生
時
の
緊
急
輸
送

道
路
の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
片
坂
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
機
に
、幡
多
地
域

の
地
方
創
生
を
図
る
た
め
、魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、高
速
道
路
を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぐ
こ
と
に

よ
り
、ヒ
ト
、モ
ノ
な
ど
の
活
発
な
流
れ
を
地

方
か
ら
起
こ
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を

図
る
こ
と
が
、私
た
ち
、地
方
行
政
を
預
か
る

者
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
、窪
川
佐
賀
道
路
や
佐
賀
大
方
道
路

の
早
期
整
備
を
強
力
に
促
進
す
る
た
め
、で
き

る
限
り
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、ま
だ
事
業

化
さ
れ
て
い
な
い
大
方
〜
四
万
十
間
や
、宿
毛

〜
内
海
間
の
早
期
事
業
化
を
目
指
し
、関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
な
ど
引
き
続
き
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
沈
下
橋
の
修
繕

　
昨
年
11
月
に
、市
道
に
架
か
る
、岩
間
大
橋
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め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
四
万
十
市
産
業
祭

　
２
回
目
と
な
る
四
万
十
市
産
業
祭
を
、
11
月

18
日
の
日
曜
日
、安
並
運
動
公
園
を
会
場
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、「
し
ま
ん
と
の

チ
カ
ラ
フ
ェ
ス
タ
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

と
お
り
農
・
林
・
水
産
・
商
工
・
観
光
の
産
業
分

野
の
ほ
か
、健
康
育
児
相
談
、出
会
い
結
婚
相

談
、環
境
保
全
、動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子

で
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、市
内
外

か
ら
前
回
の
来
場
者
の
２
倍
に
あ
た
る
約
２

万
人
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ギ
ネ
ス
記
録
へ
の
挑
戦
や

土
佐
の
小
京
都
５
５
０
年
祭
記
念
事
業
高
校

野
球
招
待
試
合
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
大
い
に

盛
り
上
が
り
、ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ

ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
と
も
に
、本
市

の
持
つ
産
業
の
力
を
十
分
に
発
信
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、産
業
分
野
を
超
え
た
各
分
野
と
連
携

し
て
産
業
祭
が
開
催
で
き
た
こ
と
で
、総
合
計

画
の
中
で
本
市
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
る「
に

ぎ
わ
い
・
や
す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
開
催
に
あ
た
り
、準
備
段
階
よ
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
関
係
団
体
や
事
業
所
な
ど
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

が
、公
演
や
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
時
で
も
、市
民

が
集
う
居
心
地
が
良
い
空
間
に
な
れ
ば
よ

い
。」な
ど
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
ほ
か
、整

備
検
討
委
員
会
に
お
い
て
も
、「
将
来
を
見
据

え
た
使
い
や
す
い
施
設
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。演
劇
や
音
楽
で
ホ
ー
ル
に
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、日
常
的
に
親

し
み
や
す
く
誰
が
い
つ
来
て
も
賑
わ
い
が
あ

る
こ
と
が
特
徴
と
な
る
施
設
に
し
て
ほ
し

い
。」な
ど
、「
市
民
の
参
加
・
交
流
・
創
造
の
拠

点
」と
な
る
よ
う
な
施
設
の
整
備
が
望
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
月
中
旬
か
ら
は
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
も
予
定
し
て
お
り
、よ
り
幅
広
い
市
民

の
声
が
反
映
さ
れ
た
計
画
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
合
併

　
皆
さ
ま
も
既
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、県
下
の

12
農
協
と
園
芸
連
な
ど
の
連
合
体
組
織
が
合

併
し
て
で
き
る「
Ｊ
Ａ
高
知
県
」が
、平
成
31
年

１
月
１
日
に
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

幡
多
地
域
を
エ
リ
ア
と
す
る「
Ｊ
Ａ
高
知
は

た
」も
、こ
の
合
併
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、農
家
の
皆
さ
ま
も

い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、こ
の
合
併
に
よ
り
、事
務
の
合
理
化
な
ど

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
活
か
さ
れ
、営

農
指
導
の
強
化
や
販
売
力
の
強
化
な
ど
に
力

が
注
が
れ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
も
、こ
う
し
た
取
り
組
み
に

よ
り
、農
業
者
の
所
得
増
大
や
、地
域
の
活
性

　
国
道
４
４
１
号
の
整
備

　
事
業
主
体
で
あ
る
高
知
県
で
は
、引
き
続
き

早
期
完
成
に
向
け
て
精
力
的
に
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
口
屋
内
バ
イ
パ
ス
の
西
土
佐
側
で
あ
る
、西

土
佐
中
半
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
明
か
り
部
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
一
部
区
間
約
２
３
０
ｍ
に

お
い
て
、拡
幅
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
　
ま
た
、中
村
側
に
お
き
ま
し
て
も
、久
保
川

地
区
の
ト
ン
ネ
ル
明
か
り
部
の
詳
細
設
計
と

地
質
調
査
、用
地
測
量
、ト
ン
ネ
ル
詳
細
設
計

を
実
施
中
で
、用
地
買
収
に
も
着
手
し
た
と
お

聞
き
し
て
お
り
、バ
イ
パ
ス
開
通
に
向
け
た
着

実
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
道
４
４
１
号
は
、四
万
十
市
の
南
北
連
携

と
観
光
振
興
の
た
め
の
基
軸
と
な
る
重
要
な

道
路
で
あ
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、今
ま

で
以
上
に
県
と
連
携
し
、早
期
整
備
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
複
合
施
設
の
整
備

　
文
化
複
合
施
設
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
や
提
案
等
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、整
備
検
討
委
員
会
で
協
議

を
重
ね
、「
施
設
の
基
本
理
念
・
使
命
」や「
事

業
・
活
動
の
方
針
」、「
施
設
計
画
」の
そ
れ
ぞ
れ

の
案
な
ど
が
定
ま
り
ま
し
た
の
で
、現
在
、管

理
運
営
の
考
え
方
や
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
毎
回
30
名
程
度
の
参
加
が
あ
っ
た
３
回
の

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
新
し
い
施
設

化
な
ど
に
、よ
り
一
層
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
新
た
な
森
林
経
営
管
理
シ

　
ス
テ
ム
お
よ
び
森
林
環
境

　
譲
与
税

　
来
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
新
た
な
森
林
経

営
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、本
年
の
森
林
経
営
管

理
法
案
の
成
立
を
受
け
、森
林
所
有
者
に
適
切

な
経
営
管
理
を
促
す
た
め
、経
営
管
理
の
責
務

が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、所
有
者
自
ら
が
経
営
管
理
を

実
行
で
き
な
い
場
合
に
は
、市
町
村
が
森
林
の

経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、そ

の
中
で
、林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
へ
再
委
託
、ま

た
、再
委
託
で
き
な
い
森
林
お
よ
び
再
委
託
に

至
る
ま
で
の
間
の
森
林
は
、市
町
村
が
経
営
管

理
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
も
、所
有
者
の
意
向
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、所
有
者
か
ら
の
意
向
が
あ
る

場
合
に
は
、適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
る
仕
組
み

を
作
り
、未
整
備
箇
所
の
整
備
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、こ
れ
ら
の
経
営
管
理
に
係
る
財
源
と

な
る
森
林
環
境
譲
与
税
は
、主
に
市
町
村
が
新

た
に
行
う
公
的
管
理
を
は
じ
め
と
す
る
森
林

整
備
等
の
財
源
と
し
て
、充
て
る
も
の
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、使
途
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

る
こ
と
か
ら
、現
在
、高
知
県
が
主
催
す
る
勉

強
会
な
ど
を
通
じ
、引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
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窓
口
業
務
の
延
長

　
本
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
便
利
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、本

年
１
月
か
ら
１
年
間
を
試
行
期
間
と
し
て
、来

庁
者
の
見
込
ま
れ
な
い
一
部
の
部
署
を
除
き
、

平
日
の
12
時
か
ら
13
時
ま
で
の
昼
休
み
と
、毎

週
水
曜
日
の
19
時
ま
で
、窓
口
業
務
の
時
間
延

長
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
を
踏
ま

え
、来
年
１
月
よ
り
、平
日
の
12
時
か
ら
13
時

ま
で
の
昼
休
み
に
つ
い
て
は
、本
庁
１
階
の
全

て
の
部
署
の
他
、収
納
対
策
課
、上
下
水
道
課
、

生
涯
学
習
課
、西
土
佐
総
合
支
所
の
住
民
分
室

を
、ま
た
、毎
週
水
曜
日
の
19
時
ま
で
の
時
間

帯
に
つ
い
て
は
、本
庁
の
市
民
・
人
権
課
、税
務

課
、子
育
て
支
援
課
、会
計
課
、収
納
対
策
課
に

お
い
て
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
本
格
実
施

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、仕
事
や
都
合
に
よ
り
開
庁
時

間
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

に
対
し
て
も
、証
明
書
の
発
行
や
各
種
申
請
の

受
付
、市
税
の
納
付
等
に
お
い
て
機
会
の
拡
大

が
図
れ
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
愛
育
園
・
も
み
じ
保
育
所
統
合

　
市
街
地
に
あ
り
ま
す
愛
育
園
、も
み
じ
保
育

所
は
、共
に
築
年
数
が
30
年
を
超
え
て
お
り
、

特
に
も
み
じ
保
育
所
に
お
き
ま
し
て
は
、四
万

十
市
で
最
も
古
い
施
設
で
あ
り
、老
朽
化
が
激

し
く
、送
迎
時
の
交
通
安
全
の
確
保
な
ど
も
含

め
、二
つ
の
保
育
所
を
移
転
、統
合
し
、新
た
な

保
育
所
の
建
設
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
つ
の
保
育
所
統
合
後
の
建
設
位
置
は
、中

村
東
町
一
丁
目
の
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
中
村
営
業
所
跡
地
を
予
定
地
と
し
て
お
り
、

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
が
統
合
後
も
受
け

入
れ
可
能
な
施
設
規
模
で
あ
る
こ
と
や
、待
機

児
童
解
消
の
た
め
の
低
年
齢
児
受
け
入
れ
な

ど
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
、近
隣
の
住
民
、関

係
区
長
お
よ
び
保
育
所
の
保
護
者
代
表
の
皆

さ
ま
に
ご
報
告
し
、ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、子
育
て
に
関
係
す
る
団
体
・
機
関
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、自
由
な
意
見
交
換

が
で
き
る
場
と
し
て
、「
子
ど
も
子
育
て
検
討

会
」を
立
ち
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
踏
ま

え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
は
、将
来
の
就
学
前
児
童
の
人
口
動
態

を
見
据
え
て
、皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
効
果
的
な
保
育
運
営
を
基
本
と
し
、

検
証
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
取
り
組
み
で
は
、

中
心
商
店
街
へ
の
誘
客
に
向
け
た
各
商
店
街

振
興
組
合
等
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、平

成
31
年
度
の
施
設
整
備
な
ら
び
に
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、旧
土
豫

銀
行
跡
地
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
拠
点
事
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、集
客
力
の
あ
る
拠
点

施
設
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、中
心
商
店

街
へ
の
誘
客
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
効
果

を
中
心
商
店
街
に
最
大
限
波
及
さ
せ
る
た
め

に
は
、中
心
商
店
街
に
訪
れ
る
方
々
の
潜
在

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
や
課
題
の
抽
出
、ま

た
、そ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
、検
討
、さ

ら
に
は
そ
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
た

め
の
計
画
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
づ
く
り
に
お
い
て
は
、本
年
10
月

末
に
各
商
店
街
振
興
組
合
を
は
じ
め
関
係
団

体
や
県
、市
で
組
織
す
る「
四
万
十
市
中
心
商

店
街
活
性
化
協
議
会
」を
設
立
し
、拠
点
施
設

と
各
商
店
街
の
効
率
的
・
効
果
的
な
連
携
を
柱

と
し
た
活
性
化
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　
中
心
商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
は
、人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、郊
外
型
大
型
店
舗

の
進
出
に
よ
り
、空
き
店
舗
が
増
加
す
る
な
ど

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、活
性
化
に
向

け
た
ハ
ー
ド（
拠
点
施
設
の
整
備
）、
ソ
フ
ト

（
中
心
商
店
街
活
性
化
計
画
の
策
定
）両
輪
に

よ
る
取
り
組
み
を
進
め
、中
心
商
店
街
の
賑
わ

い
と
活
気
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

　
本
村
保
育
所
の
休
園

　
本
村
保
育
所
は
昭
和
26
年
に
認
可
さ
れ
た

歴
史
あ
る
保
育
所
で
あ
り
、67
年
に
も
わ
た
る

長
い
間
、地
域
住
民
の
方
々
と
と
も
に
子
育
て

施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、本
年
４
月
時
点
で
入
所
児

童
数
が
９
名
と
な
り
、３
歳
児
以
上
の
子
ど
も

が
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
の
施
設
は
、昭
和
61
年
に
建
築

し
、築
32
年
を
経
過
し
た
老
朽
化
の
著
し
い
建

物
と
な
っ
て
お
り
、大
雨
な
ど
の
際
は
河
川
増

水
に
よ
る
浸
水
も
懸
念
さ
れ
る
立
地
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
年
８
月
に
本
村
保
育
所

の
保
護
者
の
方
々
と
今
後
の
子
育
て
や
保
育

に
つ
い
て
、意
見
交
換
の
場
を
持
ち
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、安
心
、安
全
な
環
境
の

も
と
、年
齢
別
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
共
通
の
思
い
と
し
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
保
護
者
の
方
々
の

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、総
合
的
に
検
討
し
た

結
果
、平
成
31
年
３
月
末
を
も
っ
て
本
村
保
育

所
を
休
園
し
、現
在
、建
築
中
の
新
し
い
川
﨑

保
育
所
で
西
土
佐
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
保

育
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、西
土
佐
地
域
に
保
育
所
は
１

箇
所
と
な
り
ま
す
が
、新
た
な
環
境
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
伸
び
伸
び
と
成
長

で
き
る
保
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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法務大臣表彰受賞おめでとうございます

　幡東保護区保護司会の秋元貢一さん（西土佐奥屋内）が、

多年にわたり罪を犯した人々の改善更生と犯罪の予防に

尽力された功績により、「法務大臣表彰」を受賞されまし

た。

　11月14日、高知市で開催された「平成30年度高知県更

生保護事業功労者顕彰式典」で法務大臣表彰の伝達が行

われました。

　先輩保護司に勧められるがまま、引き受けて以来21年

の年月が経過しました。この間、保護司として大きな実績

も残せていない中、「更生保護事業に尽力した」との故を

もち、法務大臣表彰の栄誉をいただきました。これも関係

機関や同僚保護司の皆さまのご支援のおかげであり、厚

くお礼申し上げます。この栄誉を肝に銘じ、今後とも犯罪

や非行を犯した人たちが再び過ちを犯さないで、力強く

生き抜いていけるよう支援を続けつつ、犯罪のない明る

い地域づくりに最善を尽くしていきたいと思います。今

後とも保護司会活動にご理解、さらなるご指導を賜りた

くよろしくお願い致します。

幡東保護区保護司会　　秋元　貢一

学
す
る
方
で
、申
請
の
際
に
学
生
証
の
写
し

(

両
面)

ま
た
は
在
学
証
明(

原
本
に
限
る)

が

必
要
で
す
。

★｢

納
付
猶
予
制
度｣

　
50
歳
未
満
の
方
で
、ご
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除(

全
額
免

除
・
一
部
免
除)

・
法
定
免
除
・
納
付
猶
予
・
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と

比
べ
、老
齢
基
礎
年
金(

65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金)

の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
　
そ
こ
で
、将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
を
古
い
月
分
か
ら
納
め
る(

追
納)

こ
と

が
で
き
ま
す
。追
納
の
申
込
は
、年
金
事
務

所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い

て
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所

　（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）

　
☎（
３
４
）１
６
１
６

　
日
本
年
金
機
構
相
談
予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

　（
本
庁
）市
民
・
人
権
課
　
市
民
係

　
☎（
３
４
）１
１
１
３

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

　
〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る｢

国
民
年
金
資
格
取

得
届｣

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、市
役
所
ま

た
は
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
取
得
届
と
同
時
に
保
険
料
の
納
付
猶
予

制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
書
を

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
は
、年
を
と
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も

あ
り
ま
す
。障
害
年
金
は
、病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。ま

た
遺
族
年
金
は
、加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者｣

や

「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

｢

学
生
納
付
特
例
制
度｣

と｢

納
付
猶
予
制
度｣

★｢

学
生
納
付
特
例
制
度｣

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学(
大
学
院)

、短
期
大
学
、高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校(

修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程)

、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
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　市職員の給与は、民間給与の動向や各界、各地域からの意見などを総合的に勘案した人事院勧告等に沿い、国
家公務員や他の地方公共団体との均衡を図りながら、必要な条例議案を市議会に提案し、決定されます。
　平成30年度四万十市の職員数・給与等の状況について市民の皆さんにお知らせします。

市職員の給与等の状況市職員の給与等の状況

1. 部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区　分
部　門

職　　員　　数
備　　　考平成 29年 平成 30年 比　較

公営企業等

一般行政部門

教育部門

議　会
総務・企画
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
計

小　　 計

小　　   計

病　院
水　道
下水道
その他

合　　計

　4
　75
　29

　　165
30
27

　　9
　29
368
39
407
130
12
3
37
182
589

　4
　79
　29

　　165
28
27

　　9
　28
369
40
409
128
12
3
36
179
588

4

　△2

　△1
1

　　1
2
△2

△1
△3
　△1

※診療所含む。

※国保会計等

普通会計部門

(注 )　上記の表は、定員管理調査のうち部門別職員数に計上された人数です。

2. 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位:千円）

区　分

(注 )　人件費とは一般職・特別職に支給された給与、報酬、退職手当並びに共済組合負担金等のことです。

住民基本台帳人口
（平成30年1月1日現在） 歳出額Ａ

人件費率
 (Ｂ/Ａ)実質収支 人件費Ｂ

29年度 34,430 人 21,903,164 7,581 3,473,964 15.9％

4. 職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成30年4月1日現在）

市

高知県

国

300,519 円

320,855 円

329,845 円

397,613 円

386,524 円

410,940 円

40.9 歳

42.6 歳

43.5 歳

341,307 円

299,491 円

286,817 円

375,756 円

327,976 円

328,637 円

49.7 歳

56.8 歳

50.7 歳

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
区　分

5. 職員の初任給の状況（平成30年4月1日現在）

168,600円

147,100円

179,200円

147,100円

区　分 市 国

一般行政職

  （初級）

大学卒

高校卒

6. 一般行政職の級別職員数の状況（平成30年4月1日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 5級 ６級
合　　計

職務の級 主事等　　     主査等      主幹等 係長等          補佐等      課長等

30年度
42人
(16.3％)

22人
(8.6％)

84人
(32.7％)

50人
(19.4％)

37人
(14.4％)

22人
(8.6％)

257人
(100％)

( 注 )　１．税務職、福祉職、医療職等を除いた級別職員数の状況です。

　　　２．（　）内はそれぞれの構成割合を示したものです。

3. 職員給与費の状況（普通会計決算）

( 注 )　１．この表は職員の給与費について示したもので、事業費支弁給与費も含みます。

２．職員手当は退職手当を除く扶養手当、住居手当、通勤手当等です。

区　分

29年度

給　　      与　       　費職員数
(Ａ) 給　　料 計 (Ｂ)職員手当 期末勤勉手当

１人当たり
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

407 人 1,476,736 310,058 578,281 2,365,075 5,811

（単位 : 千円）
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市職員の給与等の状況は、地方公務員法および市条例に基づき、「四万十市の人事行政運営等の状況」で公表しています。
なお、詳しい内容は、市公式ホームページまたは市役所本庁総務課でご覧になれます。

【問い合わせ先】（市）総務課　人事係　☎（34）1803

7. 職員手当の状況（平成30年4月1日現在）
区　分

期末および
勤 勉 手 当

退 職 手 当

市

 （支給率）　　自己都合　　 勧奨・定年
・勤続20年　 19.6695月分　24.586875月分
・勤続25年 　28.0395月分　33.27075月分
・勤続35年　 39.7575月分　47.709月分
・最高限度額  47.709月分　  47.709月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

国

退職時特別昇給　　無 退職時特別昇給　　無

　　　　　期末手当　　 勤勉手当
・ 6月期　1.225月分　　0.85月分
・12月期　1.375月分　　0.95月分
計　　2.6月分　　　 1.8月分

　　（5％～15％）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

区　分 内　　　容 国の制度との異同

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

扶養親族である配偶者　　　　　　　　　　　　　月額 6,500円
配偶者以外の扶養親族　
・子　　　　　　　　　     　　　　　　　　     　月額10,000円
・父母等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 月額 6,500円
配偶者のない職員の扶養親族の1人目　　　　　    月額10,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子1人につき（加算）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   月額 5,000円
借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている職員）
・家賃23,000円以下　　　家賃－12,000円
・家賃23,000円超55,000円未満(家賃－23,000円)×1/2＋11,000円
・家賃55,000円以上　　　27,000円
① 交通機関使用
・1ヶ月当り運賃等相当額55,000円を限度として支給
② 自動車等の用具使用
・使用距離が 2km～ 5km未満　　　月額 3,300円
・使用距離が05km～35km未満 1km増す毎に700円加算
・使用距離が35km～45km未満 1km増す毎に800円加算
・最高限度額（45km以上）　　　　月額 33,100円

　　　　　期末手当　　 勤勉手当
・ 6月期　1.225月分　　0.85月分
・12月期　1.375月分　　0.95月分
計　 2.6月分　 　   1.8月分

（役職加算5％～20％）
（管理職加算10％～25％）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　（支給率）　　自己都合　 　応募認定・定年
・勤続20年　 19.6695月分　 24.586875月分
・勤続25年 　28.0395月分　 33.27075月分
・勤続35年　 39.7575月分　 47.709月分
・最高限度額  47.709月分　   47.709月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～45％加算）

　　　
　　同　じ

　　
　

　　同　じ

①　同　じ

②　異なる
　　自動車等の用具使用
　　距離区分について細
　　分化している。

8. 特別職の報酬等の状況（平成30年4月1日現在）
区　　　　分 月　　　　　額 期末手当

市　　　長
副　市　長
教　育　長

議　　　長
副　議　長
委　員　長
議　　　員

３９０，０００円　
３２７，０００円　
３１２，０００円　
３０２，０００円　

６月期　１．４5 月分
１２月期　１．６０ 月分
　　計　　３．０5 月分

６月期　１．４5 月分
１２月期　１．６０ 月分
　　計　　３．０5 月分

給　料

報　酬

８２０，０００円　
６８３，０００円　
６１１，０００円　

9. 職員の福祉について

区　　分 受診者数

定期健康診断

ガン検診・人間ドック

インフルエンザ予防接種

231人

389人

212人

会員数 市の負担金額会員掛金額

(1)健康診断および
　 予防接種の実施

(2)高知県市町村職員互助会について

主な事業内容
（医療費等給付金、各種祝金、弔慰金、人間ドック・施設の利用・厚生事業への助成）

588人 12,510千円 12,507千円

　職員の共済制度は、病気・負傷などについて適切な給付を行う相互救済を目的とするもので、高知県市町村職員共済組合が
制度を運用し、保険給付などを行なっています。
　その他に宿泊施設等の利用助成事業および職員の慶弔等にかかる給付事業等を行う高知県市町村職員互助会に加入して
います。

10. 職員数の推移（各年4月1日現在） （単位：人） （参考）

25年
5年前との比較

29年

５８４

30年
増減数 増減率(%)

５８８５８９ △８ △１．３

28年

５９０

27年

５９７

26年

５９６

17年との比較17年
増減数 増減率(%)

６９６ △１０８ △１５.５

（市村合併時）

（注）各年における定員管理調査において報告した職員数
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No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

対象学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小学校

6年生

小中学校

全学年

小学校

6年生

中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

指定学校の変更
　四万十市では、住民基本台帳に基づく住所によって就学する学校を指定していますが、下記の基準に該当す

ると認められる場合は、保護者の申請により指定学校の変更をすることができます。

　なお、特定の学校に入学させるために意図的にお子さまの住所を実態と異なる住所にすることは認められ

ませんのでご注意願います。

事　由

学期途中で

転居した場合

　　

留守家庭の

場合　　　

転居予定の

場合　　　

心身の理由

の場合
　　

特認校の場合
※次頁参照

指定学校の変

更を継続する

場合　

兄姉と同じ学

校の場合

部活動がない

場合　　

就学途中で所

属する部活が

休廃部する場

合

教育上の配慮

の場合

地理的事情の

場合

特別な事情の

場合

許可基準

学期途中で転居した場合で、引続き在籍

していた学校に就学する場合（通学可能

な場合に限る）

保護者が共働き等で留守になる家庭で、

放課後の児童安全確保が困難なため、祖

父母宅等の住所に基づく通学区域の小学

校に就学する場合

近い将来（おおむね6カ月以内）転居する

ことが確定しており、あらかじめ転居先

の住所に基づく通学区域の学校に就学す

る場合

児童生徒の障害や病気、虚弱等で通学距

離および通学途中の安全確保並びに病気

治療等のため、その事情に相応した通学

区域外の学校に通学することが適当であ

ると教育委員会が認めた場合

特認校制度実施要領に基づき、川登小学

校または大用小学校に就学する場合

中学校に進学する場合で、小学校で既に

通学区域外の就学が許可されており、引

き続き卒業する小学校のある通学区域の

中学校に就学する場合

兄姉が既に指定学校の変更の許可を受け

ている場合で、弟妹が一緒の学校に就学

する場合

中学校に進学する場合で、指定学校に希

望する部活動がない場合（原則隣接する

通学区域にある中学校の希望する部活動

に入部する場合）

部員不足等により中学校就学途中に所属

する部活動が休廃部になる場合（原則所

属する部活がある隣接地域の中学校へ入

部を希望する場合）

いじめや登校拒否、家庭の事情により住

民票の異動ができない等、指定学校を変

更することが適当と認められる場合

通学区域の境界付近に居住している場合

などで、本来の指定学校と隣接する指定

学校までの通学距離や安全面を考慮して

変更を認める場合

上記以外で、特に教育委員会が保護者の

申し立てにやむを得ない理由があると認

める場合

許可期間

原則転居した学

期末までとし最

長卒業まで

事由が解消する

まで　

住民票異動日ま

で（原則６カ月

以内）

心身の理由が回

復するまでまた

は卒業するまで

卒業まで

原則学年末まで

とし最長卒業ま

で

卒業まで

卒業まで

卒業まで

必要と認められ

る期間

卒業まで

必要と認められ

る期間

添付書類

住民票異動届の写し

勤務証明書、保護承諾

書等で必要性が証明

できる書類

建築確認通知書の写

し、売買契約書の写し、

賃貸借契約書の写しな

ど確認できる書類

就学指導委員会の答

申、医師の診断書等証

明できる書類

特認校就学許可通知

書の写し

指定学校変更許可通

知書の写し

指定学校変更許可通

知書の写し

在籍学校長の意見書

など

在籍学校長の意見書

など

在籍学校長意見書、賃

貸借契約書の写し、民

生委員等による居住

証明書など

【問い合わせ先】(市)教育委員会　学校教育課　学校教育係　☎（34）5445　　西土佐教育分室　☎(52)1110
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特認校制度について ～小規模校への就学制度です～特認校制度について ～小規模校への就学制度です～

就学援助制度「新入学準備金」の申請について就学援助制度「新入学準備金」の申請について
　市では、経済的な理由により、お子さんを就学させるのにお困りの保護者に対し、学用品費や学校給
食費などの経費を援助しています。
　援助費のうち新小学・中学1年生の入学時に必要な学用品費の援助については、新入学準備金として
入学前の3月に支給することとし、新小学1年生については教育委員会にて、新中学1年生（現小学6年生）
については在籍小学校にて申請書を受け付けています。（申請期限1月31日）就学援助制度の認定基準に
該当すると思われる方は、申請をお忘れないようお願いします。
　受付期間内に申請しなかった方は、入学年度に就学援助の認定を受けた場合でも、新入学児童生徒学
用品費は支給されませんのでお気をつけください。
※新入学準備金の詳しい内容については、広報11月号に掲載しています。

【支給額（1人あたり）】　

新小学1年生：40,600円 

新中学1年生：47,400円

【支給月】

平成31年3月

　※支給要件等、就学援助制度については、下記までご連絡ください。

　市では、通学区域に基づいて、児童の就学する学校を定めています。そうしたなか、小規模の学校におい
て、その学校の環境（自然環境、社会環境、文化、特色ある教育活動など）のもとでの教育を希望する児童・保護
者に対し、教育委員会が指定した小学校に、校区外からの入学や転校を認める特認校制度を設けています。
　特認校としては、川登小学校と大用小学校の2小学校を指定しています。特認校制度についてのお問い合
わせや、特認校制度に基づく川登小学校または大用小学校への就学の希望がありましたら、教育委員会にご
連絡ください。

川登小学校 大用小学校

【問い合わせ先】(市)教育委員会　学校教育課　学校教育係　☎（34）5445

　
西
土
佐
地
域
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。ご
家
族
、ご
近
所
、お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
１
月
20
日（
日
）9
時
〜
12
時
15
分

■
場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
内
容
　

　
・
西
土
佐
中
学
校
音
楽
部
演
奏（
U
S
A
ほ
か
）

　
・
西
土
佐
小
学
校
合
唱
・
児
童
会
人
権
発
表

　
・
西
土
佐
み
の
り
太
鼓
演
奏

　
・
西
土
佐
中
学
校
合
唱
・
人
権
作
文
発
表

　
・
西
土
佐
分
校
ラ
ポ
ー
ル
実
践
発
表

　
・
む
ら
さ
き
一
座
創
作
ダ
ン
ス

　
・
人
権
講
演
会

　「
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

　
講
師
　
四
万
十
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー 

補
導
教
員 

松
田
奈
智

　
・
人
権
絵
画
、標
語
等
の
展
示

　
・
子
ど
も
広
場

■
無
料
送
迎
バ
ス
　
定
員
25
名

　
※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
締
め

　
　
切
り
ま
す
。

往
路
　
市
役
所
　
8
時
発

　
　
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
　
8
時
50
分
着

復
路
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
　
12
時
30
分
発

　
　
　
市
役
所
　
13
時
20
分
着

　
※
復
路
は
、終
了
時
刻
に
よ
っ
て
若
干
時
間
が
前
後
す
る
場
合

　
　
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
西
土
佐
地
域
担
当

　
☎（
５
２
）１
１
１
０

第
18
回
西
土
佐
地
域
じ
ん
け
ん
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
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寒波による水道管の凍結・破裂にご注意を！

　寒波の影響で気温が下がると、水道管が凍結して水が出なくなったり、破裂したりす

ることがあります。気象情報に注意し、水道管の点検をお願いします。

　なお、万一に備えて、自宅等に設置してあるメーター・止水栓の位置を確認しましょう。

【問い合わせ先】(本庁)上下水道課 水道係　☎(34)1149　　(総合支所)産業建設課 管理土木係　☎(52)1111

■凍結、破裂が起きた時には

　・凍結した場合は『水道管』にタオルなどを巻き、ぬる

　 ま湯をかける（熱湯は不可）。

　・破裂した場合は『止水栓』を閉め、市指定水道業者に

　 連絡し修理する。（自宅等敷地内は自己負担です。）

※道路や公園などで漏水を発見した場合は

　下記までご連絡ください。

　　

■特に凍りやすい箇所

　・屋外でむき出しになっているところ

　 （給湯器、温水器）　

　・風当たりの強いところ

　・北向きで日当たりの悪いところ　など

■凍結を防ぐためには

　・水道管に市販の保温チューブや布切れを

　 巻きつける。　

　・蛇口から糸状に水を出しておく。

田舎暮らし体験（民泊）受入家庭を募集しています！
　四万十市体験型観光受入研究会では、修学旅行生を対象とした田舎暮らし体験を受け入れる家庭を
募集しています。
　研究会では、各地域の特性を生かした体験プログラムを確立し、交流人口の拡大、地場産業の振興と
地域の活力増進を目的として、地域の方々と共にさまざまな体験の受け入れを行っています。中でも、
豊かな自然と温かい人柄に触れることができる「田舎暮らし体験（民泊）」には、修学旅行生を中心に毎
年多くの学校が本市を訪れています。

よくある質問
Q  田舎暮らし体験って何？？
A  主に修学旅行生（2～5名）に「ありのまま」の生活をしてもらう体験です。日中は農作業などを体験し、
　 食事を一緒に作り、味わい、さまざまな文化に触れ、家族との交流、ふれあいができることが田舎暮ら
　 し体験の最大の魅力といえます。

Q  農家じゃないけどできますか？？
A  子どもと触れ合うのが好きだ！地域を元気にしたい！家の手伝いをしてほしい！
　 このような思いをお持ちの方であれば、どなたでも受け入れていただくことが可能です。家の周り
　 の散歩や料理を一緒にするだけでも、何気ない日常がすてきな体験となります。

Q  ボランティアですか？？
A  受入終了後に体験料をお支払いします。【例】1泊2日　約8,000円/1人　※あくまで目安です。

興味のある方はぜひ下記までお問い合わせください。お待ちしています！

【問い合わせ先】四万十市体験型観光受入研究会　（市）観光商工課　☎(34)1783
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11
月
15
日
　
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
全
国
市
区
町

　
　
　
　
　
村
長
の
会
設
立
総
会
ほ
か（
東
京
都
）

　
　
16
日
　
臨
時
議
会

　
　
17
日
　
一
般
国
道
56
号
片
坂
バ
イ
パ
ス（
四
万
十
町
西
Ｉ
Ｃ
〜
黒
潮

　
　
　
　
　
拳
ノ
川
Ｉ
Ｃ
）開
通
式（
四
万
十
町
・
黒
潮
町
）

　
　
18
日
　
土
佐
の
小
京
都
中
村
5
5
0
年
祭
記
念
事
業 

高
校
野
球
招

　
　
　
　
　
待
試
合
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
　

　
　
　
　
　
第
２
回
四
万
十
市
産
業
祭

　
　
19
日
　
災
害
時
に
お
け
る
消
防
用
水
等
の
確
保
に
関
す
る
協
定
調
印
式

　
　
　
　
　
農
林
水
産
省
訪
問
、全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
及
び
国
会
議

　
　
　
　
　
員
要
望
活
動（
東
京
都
、〜
20
日
）

　
　
22
日
　
土
佐
小
京
都
中
村
5
5
0
年
祭
記
念
行
事 

「
提
灯
行
列
」

　
　
23
日
　
土
佐
の
小
京
都
中
村
5
5
0
年
祭
記
念
事
業 

一
條
大
祭
少

　
　
　
　
　
年
相
撲
大
会

　
　
　
　
　
一
條
大
祭
例
大
祭

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
農
協
中
村
ま
つ
り

　
　
25
日
　
幡
多
中
央
地
区
消
防
連
合
会 

総
合
訓
練

　
　
26
日
　
第
６
回
渡
川
流
域
を
対
象
と
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会

　
　
　
　
　
市
立
中
村
中
学
校 

駅
伝
部 

表
敬
訪
問

　
　
27
日
　
四
万
十
市
戦
没
者
並
び
に
満
州
分
村
殉
難
者
合
同
追
悼
式

　
　
29
日
　
県
道
薮
ヶ
市
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会 

高
知
県
土
木

　
　
　
　
　
部
要
望
活
動（
高
知
市
） 

　
　
30
日
　
第
４
回
四
万
十
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

12
月
1
日
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

啓
発
パ
レ
ー
ド

　
　
3
日
　
12
月
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜
18
日
）

　
　
　
　
　
第
10
回
複
合
施
設
整
備
研
究
会

　
　
4
日
　
幡
多
租
税
債
権
管
理
機
構
設
立
10
周
年
記
念
及
び
高
知
県
徴

　
　
　
　
　
収
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8

　
　
6
日
　
高
知
県
庁
訪
問（
高
知
市
）

　
　
9
日
　
ふ
る
さ
と
発
見
！
四
万
十
の
子
ど
も
研
究
発
表
会

11
月
15
日
〜
12
月
14
日

市
長
日
誌

山
里
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

片
魚
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
12
月
2
日
、「
第
28
回
片
魚
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は「
ル
ア
ナ
と
楽
し
い
仲

間
た
ち
」の
美
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、山
あ
い
に
響
く「
土
佐
中
村

一
條
太
鼓
」の
演
奏
で
始
ま
り
、老
若

男
女
が
参
加
し
た「
丸
太
切
り
競
争
」

や
、一
着
を
当
て
る「
あ
い
が
も
レ
ー

ス
」な
ど
の
催
し
で
、里
山
に
は
笑
い

声
と
歓
声
が
こ
だ
ま
し
、会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
物
産
コ
ー
ナ
ー
に
は
、う
ど
ん
や

手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
、串
焼
き
、田
舎

ず
し
、コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
お
い
し
い

物
が
並
び
、地
元
で
採
れ
た
農
産
物

も
販
売
し
ま
し
た
。最
後
は
恒
例
の「
も

ち
投
げ
」で
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
恒
例
に
な
っ
た「
片
魚
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」も
、最
初
は
小
さ
な
良
心
市
か
ら

始
ま
り
、回
を
重
ね
て
今
の
よ
う
な
祭

り
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
は
高
齢
化
と

人
口
減
少
で
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、年
に
1
回
、地
元
を
出
た
方
や
市
内

外
か
ら
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

小
さ
な
地
区
で
交
流
が
で
き
る
ま
つ
り

と
な
っ
て
、地
区
に
と
っ
て
も
活
力
を

い
た
だ
け
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、一
年
で
も
長
く
続
け

て
い
け
る
よ
う
に
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

片
魚
地
区
区
長
　
東 

正
世

市民のひろば

大人には負けないぞ！丸太切り競争

あいがもレースは大盛り上がり

多くの人が片魚に足を運んでくれました
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調印式

　11月19日（月）、市役所において「災害時におけ
る消防用水等の確保に関する協定」を㈲幡多コン
クリートサービス（代表取締役社長　山本　修）、
四万十市、黒潮町、幡多中央消防組合の4者で締結
しました。
　新潟県糸魚川市の大規模火災（平成28年12月）
では、防火水槽等への給水に、国土交通省の排水
ポンプ車や民間事業者のコンクリートミキサー
車が活用されました。
　本市においても大規模火災時には消防用水の
不足が懸念されるため、幡多中央消防組合が中心
となり、消防用水確保のための協定締結に向け協
議を重ねてきました。この協定の成立は、早期の
消火に威力を発揮すると考えています。

若者の投票率アップに向けて　
～主権者教育・役員選挙・出前授業～

　選挙管理委員会では、11月16日（金）に講師を招
き、西土佐中学校で主権者教育（知り、考え、意見
を持ち、論じ、決めることを学ぶ）の授業を行いま
した。授業を終えた生徒は、「自分たちの周りにも
政治があり、答えはないので、政治に参加して発
言していくことが大事だと思った。疑問に思った
ことや意見が違う人には質問をして、自分なりの
考えを作っていきたい。」と話し、意識の高まりが
見えました。
　このほか、11月5日（月）に市立中村中学校、11
月13日（火）には中村特別支援学校で役員選挙や
出前授業を行いました。
　今後も学校と連携して選挙の啓発活動に努め
ていきます。

獣医師会幡多支部研修会

　11月9日（金）、市役所3階会議室で、高知県獣医
師会が主催する高知県獣医師会幡多支部研修会
が行われました。公益社団法人日本愛玩動物協会 
高知県支所長 斉藤 喜美子氏、高知地域猫の会代
表 澤田 佳子氏を講師に招き、「ペットの防災につ
いて」「地域猫活動によるまちづくり～災害に備
えて～」をテーマに講話をしていただき、幡多6市
町村の関係機関、獣医師会等から28名が出席し、
災害時におけるペットの避難などについて学び
ました。

ギター一本で満員の会場を終始魅了
～西土佐ふれあいホールで竹原ピストル熱唱～

　12月15日（土）、西土佐ふれあいホール自主事業
として「竹原ピストル弾き語りライブ（西土佐ふ
れあいホール単独公演）」を開催しました。
　会場にお越しいただいたのは、2階立見やご招
待の方々を含めた超満員の700人以上!!
　心に突き刺さるような竹原さんの力強い歌声、
飾らない歌詞、そしてほんわかしたＭＣ。
　頭上のライトを浴びながらステージの上、ギ
ター一本で歌い上げる竹原さんからのメッセー
ジをひとことたりとも聞き逃すまいと、観客の皆
さんは静かにそして熱いまなざしを向けながら
聞き入っていました。

四万十市の出来事を写真でお届けします! ーSHIMANTO CITY PHOTOSー四
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し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

募
　
集

市
立
小
中
学
校
の
給
食
食
材
納

入
希
望
業
者
の
募
集

　
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ー
ル

ミ
ー
ル
ひ
が
し
や
ま
」、「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル

な
か
む
ら
み
な
み
」、「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ぐ

ど
う
」お
よ
び「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
に
し
と
さ
」

で
使
用
す
る
食
材
に
つ
い
て
、納
入
を
希
望

さ
れ
る
業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
領
を
配
付
し
ま
す
の
で
、左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
納
入
対
象
期
間

　
平
成
31
年
4
月
1
日
〜
平
成
33
年
3
月
31
日

▼
受
付
期
間

　
1
月
4
日（
金
）〜
25
日（
金
）

　（
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
。土
、日
、祝
日
を

　
除
く
。）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー

　
ル
ぐ
ど
う
」

　
〒
７
８
７-

０
０
５
１

　
四
万
十
市
具
同
田
黒
一
丁
目
４-

27

　
☎（
3
1
）1
5
6
5

　
F
A
X（
3
1
）1
5
6
6

平
成
30
年
度
自
衛
官
募
集
　

▼
募
集
種
目

　
自
衛
官
候
補
生（
男
子
・
女
子
）

▼
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間
　
1
月
25
日（
金
）ま
で

▼
試
験
期
日
　
1
月
27
日（
日
）

▼
試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
高
知
駐
屯
地

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
衛
隊
に
は
一
般
的
な
自
衛
官
・
幹
部
自

衛
官
・
予
備
自
衛
官
補
の
他
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

医
師
・
看
護
師
に
な
る
た
め
の
学
生
な
ど
、18

歳
〜
54
歳
ま
で
の
各
種
募
集
種
目
が
あ
り
ま

す
。
　
ま
た
、約
1
0
0
種
類
の
仕
事
の
種
類
が

あ
り
、や
り
た
い
仕
事
も
き
っ
と
見
つ
か
る

と
思
い
ま
す
！

　「
こ
ん
な
仕
事
自
衛
隊
に
あ
り
ま
す
か
？
」

と
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
四
万
十
地
域
事
務
所

　
☎（
3
5
）3
0
9
6

全国中学校駅伝　市立中村中学校　大健闘!!

　12月16日（日）に滋賀県で開催された第26回全
国中学校駅伝大会に、地元の市立中村中学校男子
が高知県代表として出場しました。
　前半の3区終了時点で7位と、全国の強豪チーム
にもひけを取らない入賞圏内を維持する好走を
見せてくれました。全国のレベルは甘くなく、目
標の8位入賞を果たすことはできませんでした
が、全国の大舞台で堂々の12位。県勢男子で過去2
番手の順位は見事です。
　予選会からの市立中村中学校の頑張りに、市民
もたくさんの感動を与えていただきました。来年
はさらに上位を目指して頑張ってください。

オリンピックメダリスト“杉本美香さん”による
柔道教室開催

　12月8日（土）に2012ロンドンオリンピック銀
メダリストの杉本美香さんを招いて、市立武道館
で「柔道教室」が開催されました。
　これは、幡多エリア協議会（スポーツを通じた
エリアネットワーク事業）の主催で、県内各地よ
り未就学児から高校生、また指導者の方など総勢
130名が参加し、盛大に行われました。
　スマイル美香!!のキャッチフレーズのごとく、
終始明るく、和やかな雰囲気の中でメダリストか
らの丁寧な指導を受け、充実した柔道教室となり
ました。
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四
万
十
の
日
に
船
上
結
婚
式
を

挙
げ
ま
せ
ん
か

　
4
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」に
、全
国
の

希
望
者
か
ら
選
ば
れ
た
3
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
、春
の
四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船
で
結

婚
式
を
行
い
ま
す
。挙
式
を
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
4
月
10
日（
水
）

▼
場
所

　
佐
田
沈
下
橋
付
近
〜
三
里
沈
下
橋
付
近

▼
内
容

　
4
月
10
日（
四
万
十
の
日
）に
限
り
、1
組

　
あ
た
り
4
０
，０
1
0
円
で
挙
式
で
き
ま

　
す
。

　
タ
キ
シ
ー
ド
、ド
レ
ス
、着
付
け
、ヘ
ア
メ

　
イ
ク
、船
中
の
挙
式
料
す
べ
て
含
み
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
1
月
31
日（
木
）

▼
主
催
　

　
四
万
十
D
＆
H（
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
イ
ン
四

　
万
十
企
業
共
同
体
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
四
万
十
D
＆
H（
屋
形
舟
さ
こ
や
内
）

　
☎
0
9
0-

5
1
4
7-

4
0
2
3

臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
市
で
は
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　（
※
平
成
31
年
4
月
以
降
採
用
分
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
。）

▼
募
集
職
種

　「
事
務
職
」、「
保
育
士
」、「
調
理
員
」、「
介
護

　
支
援
専
門
員
等
」、「
看
護
師
」等

▼
募
集
条
件

　
・
満
18
歳
以
上（
学
生
不
可
）

　
・
通
勤
可
能
な
方

　
・
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
等
）の
基

　
本
操
作
が
で
き
る
方

　
※
職
種
に
よ
っ
て
は
資
格
や
免
許
が
必
要

　
で
す
。

▼
申
込
方
法（
登
録
方
法
）

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
四
万
十
市
臨
時

　
的
任
用
職
員
登
録
申
込
書
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
し
、必
要
事
項
の
記
載
、顔
写
真
を
貼
付

　
の
う
え
、総
務
課
人
事
係
ま
た
は
総
合
支

　
所
地
域
企
画
課
地
域
振
興
係
ま
で
提
出（
郵

　
送
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
職
種
に
よ
っ
て
は
、有
資
格
者
で
あ
る
証

　
　
明
書
の
写
し
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
次
の
要
件
を
満
た
せ
ば
市
販
の
履
歴
書

　
　
を
使
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
・
顔
写
真
の
貼
付
　
・
希
望
職
種
の
記
入

　
・
有
し
て
い
る
資
格
の
記
入

▼
採
用
に
つ
い
て

　
登
録
後
、必
要
に
応
じ
て
登
録
さ
れ
て
い

　
る
方
か
ら
選
考
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　
登
録
の
有
効
期
間
は
申
請
日
か
ら
2
年
間

　
で
す
。

　
な
お
、登
録
は
採
用
を
確
約
す
る
も
の
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
賃
金
、職
務
内
容（
平
成
31
年
１
月
現
在
）

　
詳
細
は
下
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）総
務
課
　
人
事
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
3

無
料
剪
定
講
習
会

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、受
講
希

望
の
方
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、講
習

で
身
に
つ
け
た
技
術
を
生
か
し
て
就
業
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、無
料
剪
定
講
習
会

を
中
村
、西
土
佐
の
2
か
所
で
行
い
ま
す
。

▼
参
加
条
件

　
①
60
歳
以
上
で
四
万
十
市
に
お
住
ま
い
の
方

　
②
受
講
前
に
四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
　
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
こ
と

▼
持
ち
物

　
剪
定
道
具
一
式（
剪
定
バ
サ
ミ
、刈
り
込
み

　
バ
サ
ミ
、芽
き
り
バ
サ
ミ
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
）

　
は
ご
自
身
の
お
持
ち
の
範
囲
で
結
構
で
す
。

▼
日
時
・
場
所

・
中
村
地
区

　
日
時
　
1
月
30
日（
水
）、31
日（
木
）

　
　
　
　
9
時
〜
16
時

　
※
1
日
だ
け
の
受
講
も
可
能

　
場
所
　
天
神
児
童
公
園（
通
称 

タ
コ
公
園
）

　
　
　
　
四
万
十
市
右
山
天
神
町

・
西
土
佐
地
区

　
日
時
　
2
月
1
日（
金
）9
時
〜
16
時
　
　

　
場
所

　
　
西
土
佐
診
療
所

　
　
四
万
十
市
西
土
佐
用
井
1
1
1
0-

2
8

▼
定
員
　
各
会
場
と
も
先
着
順
で
15
名
程
度

▼
申
込
方
法

　
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　（
一
社
）四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
中
村
本
所（
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
内
） 

　

　
☎（
3
5
）3
1
1
7
　

　
西
土
佐
支
所（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　 

　
☎（
3
1
）6
1
1
3

賃金、職務内容（平成31年1月現在）

職種

事務補助

保育士

調理員

介護支援専門員等

看護師

職務内容

各所属における事務補助

保育所における保育業務

保育所における調理業務

介護予防サービス・支援計画の作成業務

市民病院または西土佐診療所における看護業務

賃金（日額）

7,000円

7,500円～ 8,000円

（経験年数による）

7,000円

8,500円～ 10,500円

（資格の有無・経験年数による）

9,200円～ 11,200円

（経験年数による）

担当部署

（市）総務課人事係

☎（34）1803

（市）子育て支援課保育係

☎（34）1780

（市）高齢者支援課

地域包括支援センター

☎（34）0170

（市）市民病院事務局

☎（34）1119

（市）西土佐診療所

☎（31）6477
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教
室
・
講
座

「
中
国
を
知
り
ま
し
ょ
う
」

田
さ
ん
の
シ
リ
ー
ズ
講
座

　
国
際
交
流
員
の
田
小
嬌
さ
ん
が
中
国
の
グ

ル
メ
、文
化
や
伝
統
、最
新
事
情
を
紹
介
し
ま

す
。　
興
味
の
あ
る
回
に
、お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
　

　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー
ル
に
て
、氏
名
、

　
連
絡
先
、参
加
希
望
の
講
座
を
お
知
ら
せ

　
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
開
講
日
前
日

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
広
報
統
計
係

　
☎（
3
4
）1
8
1
0

　
F
A
X（
3
5
）0
0
0
7

　E
-m
a
il：
k
o
u
h
o
u
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

働
く
婦
人
の
家
講
座
　

　①
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室（
男
女
共
同
参
画
）

　
ピ
ア
ス
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
♪
♪

▼
日
時

　
2
月
18
日
〜
3
月
11
日
　

　（
毎
週
月
曜
日
全
4
回
）19
時
〜
20
時
30
分

▼
場
所
　
西
土
佐
総
合
支
所
2
階
小
会
議
室

▼
講
師
　
芝
藤
　
由
佳
理

▼
対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方

▼
定
員
　
10
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
も
の
　

　
材
料
費：

一
個
に
つ
き
1
0
0
円
〜
3
0
0

　
円
程
度（
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
方
法
　
1
月
21
日（
月
）〜

②
骨
盤
体
操

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、健
康
づ
く
り
に
、楽
し
く

骨
盤
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

▼
日
時
　
2
月
19
日
〜
3
月
26
日
　

（
毎
週
火
曜
日
全
6
回
）19
時
〜
20
時

▼
場
所
　
働
く
婦
人
の
家 

1
階 

軽
運
動
室

▼
講
師
　
シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

▼
対
象

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
定
員
　
18
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
も
の
　

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、運
動
靴（
上

　
履
き
）、飲
み
物

▼
申
込
方
法
　
２
月
４
日（
月
）〜

①
②
共
通

▼
申
込
受
付
時
間

　
9
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
、日
、祝
日
を
除
く
。）

　
い
ず
れ
の
講
座
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
　

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
働
く
婦
人
の
家
　
☎（
3
4
）6
2
9
9

シ
ニ
ア
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
同
じ
趣
味
の
仲
間
が
元
気
に
集
い
、パ
ソ

コ
ン
の
学
習
で
脳
を
活
性
化
し
て
、明
る
く

楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
事
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。現
在
40
代
か
ら
85
歳
ま
で
在
籍
中
。

▼
参
加
者
募
集
教
室
お
よ
び
人
数

　
毎
週
火
曜
日
　
10
時
〜
12
時
30
分
　
15
名

　
毎
週
火
曜
日
　
13
時
30
分
〜
16
時
　
10
名

　
毎
週
水
曜
日
　
10
時
〜
12
時
30
分
　
10
名

　
毎
週
土
曜
日
　
10
時
〜
12
時
30
分
　
10
名

　
毎
週
土
曜
日
　
13
時
30
分
〜
16
時
　
15
名

　
土
曜
日
午
後
　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
教
室

　
・
文
字
が
打
て
る
方
は
都
合
の
良
い
曜
日

　
と
時
間
帯
で
お
選
び
く
だ
さ
い
。

▼
学
習
内
容
　

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
画
像
加
工
・
ブ
ロ
グ

　
作
成
・
ム
ー
ビ
ー
作
成
・
お
絵
描
き
・
　
各

　
種
あ
い
さ
つ
状
作
成
ほ
か

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

情
報
学
習
室

▼
対
象
　

　
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

　
で
も（
年
齢
不
問
）

▼
受
講
料
　
無
料
　

　
※
た
だ
し
、教
室
使
用
料
等
の
運
営
費
と
し

　
て
月
額
会
費
3
0
0
0
円
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
N
P
O
法
人
　
四
万
十
市
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
　
川
山

　
☎
0
9
0-

4
9
7
8-

2
4
5
2

催
　
し

幸
徳
秋
水
刑
死
１
０
８
周
年
墓

前
祭

　
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
で
は
、毎
年
市

民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、秋
水
の
命
日
に

墓
前
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　
1
月
24
日（
木
）12
時
30
分
〜
13
時
過
ぎ

▼
場
所
　
中
村
山
手
通
　
正
福
寺

記
念
講
演
会

▼
時
間
　
14
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館
3
階
研
修
室
Ⅱ

▼
講
師

　
奥
村
正
男（
京
都
丹
波
岩
崎
革
也
研
究
会
）

▼
演
題

　
岩
崎
革
也
と
幸
徳
秋
水

＊
岩
崎
革
也
は
平
民
社
や
秋
水
、堺
利
彦
ら

　
の
活
動
を
経
済
的
に
支
援
し
た
地
主
、銀

　
行
家
で
元
京
都
府
須
知
町
長
。
二
人
の
交

　
わ
り
と
生
涯
に
つ
い
て
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
　
田
中
全

　
☎
0
9
0-

6
8
2
7-

9
1
2
9

1月17日（木）

　①13時30分～15時

　②19時～20時30分

1月24日（木）

　①13時30分～15時

　②19時～20時30分

1月31日（木）

　①13時30分～15時

　②19時～20時30分

市役所3階

304会議室

市役所3階

303会議室

中国語について

（＊約60分の講義の後は質疑応答・

自由に懇談）

中国の食べ物・食文化

（＊質疑応答・自由懇談）

中国の生活文化・観光スポット

（＊質疑応答・自由懇談）

※各日2回開講します。①昼の部と②夜の部は同じ内容です。

■定員　各回20名

日時 場所 テーマ
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土
佐
中
村
一
條
太
鼓
　

第
26
回
定
期
演
奏
会

　
今
回
で
26
回
目
と
な
る
定
期
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ
の
う
え
、お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　
2
月
10
日（
日
）

　
開
場
13
時
　
開
演
13
時
30
分

▼
場
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料

　
整
理
券
5
0
0
円

　（
当
日
現
金
で
も
入
場
可
能
）

　
※
中
学
生
以
下
は
無
料

◎
メ
ン
バ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ

　
土
佐
中
村
一
條
太
鼓
で
は
、小
学
生
以
上

の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
火
曜
19
時
か
ら
21
時
ま
で
、四
万
十

市
敷
地
の
一
條
太
鼓
道
場
に
て
、見
学
・
体
験

も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
一
緒
に
太
鼓
を
叩

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
中
村
一
條
太
鼓 

池
本
宏

　
☎
0
9
0-

4
5
0
8-

2
8
2
6

『
栄
養
型
う
つ
』

　
〜
鉄
欠
乏
女
子(

テ
ケ
ジ
ョ)

と

　
鉄
欠
乏
子
供(

テ
ケ
コ)

を
救
え
〜

　
疲
れ
や
す
い
、眠
れ
な
い
、憂
う
つ
、イ
ラ

イ
ラ
す
る
、肌
の
調
子
が
悪
い
、髪
が
抜
け
や

す
い
、注
意
散
漫
、落
ち
着
き
が
な
い
…
実
は
、

こ
れ
ら
の
症
状
に
、食
事
や
栄
養
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
っ
て
ご
存
じ
で
し
た
か
？
血

液
検
査
結
果
が
オ
ー
ル
Ａ
で
も
、栄
養
学
的

な
問
題
が
隠
れ
て
い
る
か
も
…

　
栄
養
が
コ
コ
ロ
や
カ
ラ
ダ
、美
容
に
及
ぼ

す
影
響
や
、
血
液
デ
ー
タ
を
用
い
た
栄
養

チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ツ
を
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　
2
月
17
日（
日
）9
時
30
分
〜
12
時

▼
会
場

　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

▼
講
師
　

　
奥
平
智
之（
医
療
法
人
山
口
病
院
精
神
科

　
部
長
・
日
本
栄
養
精
神
医
学
研
究
会
会
長
）

▼
参
加
料

　
無
料（
先
着
1
5
0
名
）

▼
主
催

　
国
立
会（
高
知
県
国
立
大
学
歯
学
部
同
窓
会
）

▼
申
込
締
切

　
2
月
10
日（
日
）

▼
受
付
時
間

　
9
時
〜
17
時（
月
火
水
金
土
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
に
い
や
歯
科
医
院
　
新
谷
泰
司

　
☎（
3
7
）4
1
8
2

　
F
A
X（
3
7
）6
7
8
2

　E
-m
a
il:y
a
sude

nt2
2
4
1
@
sw
e
e
t.ocn.ne

.jp

第30回 四万十川リバーサイドフルウォーク2019参加者募集
あなたも全国からの参加者と一緒に、四万十川の春の自然を満喫しませんか。

【市内在住者のための無料コースもあります】

　今春も、恒例の四万十川リバーサイドフルウォークを4月6日（土）・4月7日（日）に開催いたします。
　今回は第30回の記念大会となります。記念バッジや参加賞を準備していますので、ご家族、ご友人などとふ
るってご参加ください。

■開 催 日　4月6日（土）、4月7日（日）　雨天決行
■集合場所　市民スポーツセンター（四万十市安並）
■コ ー ス　※変更になる場合があります。

※無料参加の場合は参加賞はありません。
■参 加 料　2,000円（高校生以下1,000円）　※参加料は、2日間参加しても同額です。
　　　　　  弁当　1食600円　※事前申し込みが必要です。
■申込期限　2月28日（木）
　※パンフレットは市役所1階ロビー、市民スポーツセンター、市立中央公民館、市立温水プール、具同体育セン
　　ター、市立文化センターにあります。遠方の人には郵送しますので下記までご請求ください。

【問い合わせ・申込先】四万十川リバーサイドフルウォーク実行委員会事務局  ☎(34)2062
　　　　　　　　　 （四万十市右山五月町8-22　市立中央公民館内）

日時

4月6日（土）

9時出発

4月7日（日）

8時出発

コース名

ごり

あかめ

くじら

あゆ

てながえび

かわせみ

距離

10km

16km

29km

17km

23km

30km

市民

無料参加

○

○

○

当日

受付可

○

○

○

○

ルート

（市民SC：市民スポーツセンター）

市民SC⇒不破八幡宮⇒市民SC

市民SC⇒四万十大橋⇒市民SC

市民SC⇒くじらの見える丘⇒市民SC

市民SC⇒佐田沈下橋⇒市民SC

（バス移動）⇒勝間沈下橋⇒市民SC

（バス移動）⇒口屋内沈下橋⇒市民SC

3 0

2019

03

2019

30回記念として
懐かしのピンバッジ
復刻します！
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本年度のがん検診を受診していない方を対象に、次の日程でがん検診を実施します。
事前の申し込みが必要です。まだがん検診を受けていない方はぜひ受診してください。

※受付時間は、9時～10時30分の予定です。子宮頸がん検診のみ10時までに受付をお願いします。
○近隣の会場のみ記載しています。このほかの検診日程等は高知県健康対策課ホームページをご覧ください。

※子宮頸がん・乳がん検診は2年に1回の受診とし、前年度未受診の方を対象とします。
※大腸がん検診は、都合により当日検査を受けることができなかった場合でも、未開封でかつ配布時の状態で返却いただけた場合を除
　き、容器代（300円）が必要となります。

次の対象年齢の方（平成31年3月31日時点）のうち、本年度（平成30年4月1日～）がん検診を受診していない方

1年に1度は健診を

定例健康相談

出張健康相談

マム＆チルドレン

3か月児・7か月児健診

献血

育児相談

乳幼児相談・ママタッチ教室

マム＆チルドレン

7か月児・10か月児健診

子宮頸がん検診

乳がん検診

1歳9か月児健診

西土佐健康のつどい

3歳児健診

乳児・1歳6か月児・3歳児健診

定例健康相談

3か月児・7か月児健診

個別通知

西土佐総合支所

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

健康管理センター

フジグラン四万十

JA高知はた本所

竹本病院

子育て支援センター“ぽっぽ”

健康管理センター

具同体育センター

健康管理センター

武道館（安並）

健康管理センター

保健センター

健康管理センター

保健センター

西土佐総合支所

健康管理センター

9：00～11：00

9：00～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

11：30～16：30

9：00～12：00

14：00～16：00

13：15～14：30

9：30～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

9：20～11：30、13：20～15：30

9：20～11：30、13：20～15：30

12：50～13：30

9：30～12：30

12：50～13：30

12：50～13：20

9：00～11：00

12：50～13：30

7日（月）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

26日（土）

30日（水）

31日（木）

4日（月）

6日（水）

時間

1月

2月

事業名 該当地区月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課　☎（34）1115　☎(34)1823　（総合支所）保健課　☎(52)1132

健
診
・
検
診

平成30年度　まだがん検診を受けていないあなたへ

健康維新の志士
けん　しん太郎くん

【実施日・場所・検診の種類】

【検診名・対象者・検診料金】

2月16日（土）

検診名

結核・肺がん検診

（胸部レントゲン検査）

大腸がん検診

胃がん検診（バリウム検査）

子宮頸がん検診

乳がん検診

対象者

65歳以上の男女

40～64歳の男女

40歳以上の男女

40歳以上の男女

20歳以上の女性（※）

40～49歳の女性（※）

50歳以上の女性（※）

検診料金（対象外者）

無料

200円（1,200円）

300円（1,600円）

1,000円（5,400円）

800円

900円

800円

幡多健診センター（宿毛市） 肺がん（胸部レントゲン検査）・大腸がん・胃がん（バリウム検査）・子宮頸がん・乳がん検診

検診の種類場所実施日

【申込期間】1月15日（火）～ 2月1日（金）8時30分～ 17時（土・日・祝日は除く。）
　　　　　（定員に達した時点で申込を締め切りますのでご了承ください。）
【申込方法】電話で下記までお申し込みください。
　　　　　　※通常の市町村がん検診と申込先が異なりますのでご注意ください。
【問い合わせ・申込先】高知県総合保健協会　☎088(831)4351　☎088(833)4892　☎088(833)4668

23

平
成
31
年
1
月
号

募

 

集

催

 

し

ス
ポ
ー
ツ

教
室
・
講
座

健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



大
腸
が
ん
検
診
を
ま
だ
受
け
て

い
な
い
方
へ

　
大
腸
が
ん
検
診
は
、検
便（
便
に
潜
む
血
液

の
有
無
を
調
べ
る
検
査
）に
よ
り
行
う
簡
易

な
検
査
で
す
。本
年
度
、大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、便
採
取
後

に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
検
診

を
実
施
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以
上（
平
成

　
31
年
3
月
31
日
時
点
）の
方
で
、平
成
30
年

　
度
に
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い

　
方

▼
自
己
負
担
金
　
3
0
0
円

▼
申
込
期
間

　
1
月
16
日（
水
）〜
2
月
15
日（
金
）

▼
検
診
の
流
れ

　
①
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、市
役
所
窓
口

　（
本
庁：

健
康
推
進
課
、総
合
支
所：

保
健
課
）

　
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
②
自
己
負
担
金
を
お
支
払
い
後
、大
腸
が

　
ん
検
診
容
器
、提
出
用
封
筒
、問
診
票
等
を

　
お
渡
し
し
ま
す
。

　
③
便
を
採
取
後
、容
器
と
問
診
票
を
提
出

　
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
④
検
診
結
果
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、

　
市
か
ら
通
知
し
ま
す
。異
常
が
認
め
ら
れ
な

　
い
場
合
は
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、気
に

　
な
る
方
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
庁
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

認
知
症
介
護
に
か
か
わ
る
家
族

の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」相
談
会

                   

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を

一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、参
加
者
で
思
い
や

悩
み
を
共
有
し
、支
え
合
う
た
め
の「
集
い
の

場
」で
す
。

　
ほ
か
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た
人

ど
う
し
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た

こ
こ
ろ
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
初
め
て
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時

　
1
月
29
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所

　
市
立
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
市
民
病
院
1
階
）

★
家
族
の
方
だ
け
で
も
、認
知
症
の
方
と
ご

　
一
緒
の
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子

　
☎（
3
4
）4
5
2
8

　（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
☎（
3
4
）0
1
7
0

　

健康維新の志士
けん　しん太郎くん

がん検診を
受けよう！

今日から実践できる！認知症の予防と改善

～市民講座「認知症」のご案内～

今日から実践できる！認知症の予防と改善

～市民講座「認知症」のご案内～

今日から実践できる！認知症の予防と改善

～市民講座「認知症」のご案内～

　認知症にならないために、認知症であっても今より重度化しないために、予防と適切なケアについ
て学んでみませんか。事前申し込み不要です。どなたでもお気軽にご参加ください。

▼日時　1月26日（土）　13：30～16：00　　 ▼場所　市立中央公民館　大ホール

【問い合わせ先】（市）地域包括支援センター　☎（34）0170

講話①

「高齢期の体の変化と

認知症」

金田 弘子氏
（鳥取県 森本外科・
脳神経外科医院 副院長）

認知症重度化予防実践塾の
参加者

石黒 秀喜氏
（財団法人 長寿社会開発センター理事・

老い支度クリエーター）

実践発表 講話②

重度化予防に取り組
んだ事例について報
告します！

「認知症の方の行動を人生歴か
ら理解する　～上手に老いるた
めの自己点検ノートの活用～」

※駐車場に限りがあるため、できるだけ乗り合わせ等でお越しいただくようお願いします。
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～市民病院だより～ vol.7
健康フェア＆救急救命フェア

外来延患者数

　内科

　外科

　整形外科

　脳神経外科

　泌尿器科

　透析

入院延患者数

3,877人

2,045人

165人

510人

249人

399人

509人

1,812人

〇平成30年11月外来・入院延患者数 　11月23日（金）に「第8回健康フェア」を開催しました。このフェ
アは、健康や病気の予防に関する内容はもちろん、市民病院のこ
とをもっとよく知っていただきたい、地域の皆さんと交流したい
との思いで病院スタッフが企画しており、脳年齢測定などの健康
チェックやお薬相談、入院治療食の試食コーナーのほか、今回は、
キッズ体験コーナーとして白衣を試着して、ドクターやナースの
体験もしていただきました。
　また、今年は、幡多中央消防組合も一緒に「救急救命フェア」を
開催。心肺蘇生、AEDや救急車の乗車体験、住宅用火災警報器の展
示などを行いました。救急救命士による救命処置の実演もあり、
来場された方々は大変熱心に見学していました。
【問い合わせ先】市民病院　☎(34)2126　

一からはじめる健康玉手箱　vol.8
～元気のヒケツ！みず・めし・うん・うん～

　日常生活の中で「みず（水分）」「めし（食事）」「うん（排便）」「うん（運動）」を心がけ、体調を整えましょ
う。生活習慣病や認知症などの予防にもつながります。今回は「水分」と「食事」についてです。

水分
冬の脱水にご用心！
　人間の体は、体重の約60％（高齢者は約50％）が水分です。体重の1～2％の水分が減っただけで血液
循環にも影響し、脱水の症状（ぼんやりして反応が鈍い、微熱、注意力散漫、元気がなくなる、など）が出
現します。
　汗をかかなくても、乾燥した環境では特に皮膚や呼気などから水分が体の外に出て行くため、水分
摂取量が少ないと冬でも脱水は起こるので注意が必要です。

水分摂取量のめやすは一日1500ml程度
　ただし、病気によっては水分制限が必要な場合がありますので、必ず主治医に確認してください。水
やお茶以外にも好きな飲み物を取り入れて、こまめに水分をとることを心がけましょう。
　※アルコールは水分に含まれません。

食事
低栄養にご用心！
　栄養が十分にとれていないと、体力が低下して疲れやすく、動くのがおっくうになり、便秘などの問
題にもつながります。特に、高齢になると消化機能の低下などから食事量が減少しがちです。
定期的な体重測定をして、次の公式に当てはめ、BMI（体格指数）を算出してみましょう。
　BMI（体格指数）＝体重Kg÷（身長ｍ×身長ｍ）
　※BMI18.5未満は低栄養のリスクが高いと言われているので要注意です。

「三度の食事をきちんと食べる」「主食、主菜、副菜のそろった食事」を心がけましょう。

【問い合わせ先】（市）地域包括支援センター　☎(34)0170
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【連載】 けんこうだより⑳【連載】 けんこうだより⑳【連載】 けんこうだより⑳
健診受診していますか？

～特定健診、健康診査、若年者健診の状況～
　最近とても寒くなりましたね。つい出無精になってしまいます。「正月太り」の言葉のとおり、年末年始は
暴飲暴食をしがちになる季節。気のゆるんだうちに体重が思った以上に増えている、ということもよくあ
ります。
　市では、生活習慣病の予防・早期発見のため、特定健診（40歳から74歳までの国民健康保険加入者が対
象）、健康診査（75歳以上の後期高齢者医療保険加入者等が対象）、若年者健診（30歳から39歳までの国民健
康保険加入者が対象）を実施しています。健診は、自分の大切な体の声を聞く貴重な機会です。
　グラフは、受診率の速報値（特定健診・健康診査・若年者健診合算、H30年11月末時点）で、全体での受診率
は24.4％です。お住まいの地域の受診率はいかがですか？ぜひ、皆さんで声を掛け合って健診を受けてくだ
さい。

　最近とても寒くなりましたね。つい出無精になってしまいます。「正月太り」の言葉のとおり、年末年始は
暴飲暴食をしがちになる季節。気のゆるんだうちに体重が思った以上に増えている、ということもよくあ
ります。
　市では、生活習慣病の予防・早期発見のため、特定健診（40歳から74歳までの国民健康保険加入者が対
象）、健康診査（75歳以上の後期高齢者医療保険加入者等が対象）、若年者健診（30歳から39歳までの国民健
康保険加入者が対象）を実施しています。健診は、自分の大切な体の声を聞く貴重な機会です。
　グラフは、受診率の速報値（特定健診・健康診査・若年者健診合算、H30年11月末時点）で、全体での受診率
は24.4％です。お住まいの地域の受診率はいかがですか？ぜひ、皆さんで声を掛け合って健診を受けてくだ
さい。

そんなあなたに・・・
　お住まいの地域で実施する今年度の健診は終了しましたが、平成31年3月末までに
病院で無料で個別健診を受ける事が可能です！医療機関に定期通院されている方
も、対象になります！
　高知県の委託医療機関で健診可能です。詳しくは各病院・下記担当にお問い合わせ
ください。
　●受診に必要な物：特定健康診査・健康診査受診券、問診票、保険証

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課　健康増進係　☎（34）1115

　　　　　　　（総合支所）保健課　保健係　　　☎（52）1132

健診
忘れてた！忘れ

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

社会福祉センター
1月18日（金）
13時～16時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 
　　　　　平石眞理子 

本村多目的集会所
2月6日（水）
9時～12時

《相談委員》中平　晋祐 

行政相談所

高知地方法務局
四万十支局
☎(34)1600

高知地方法務局
四万十支局

1月24日(木)
13時～15時

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・DV・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
(相談無料、1人30分以内)
※要事前予約（電話・来庁のうえ）

弁護士資格のある
人権擁護員による
特設人権相談所

　

健診受診率

(特定健診・健康診査・若年者健診）

20.7

中村 具同

25.4

東山

20.4

東中筋

28.5

中筋

19.0

八束

19.7

下田

24.3

蕨岡

23.6

後川

23.3

大川筋

33.2

富山

35.1

拾い健診

4.2

西土佐

39.9

※拾い健診：各地区健診時に受診できなかった方を対象に実施

自覚症状がなくても、

生活習慣病はしずかに

進行しているかも…
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こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　親子ふれあい活動

お豆入れを作ろう
牛乳パックでお豆入れを作るよ。できたらみんなで「鬼は

～外～！」豆まきの練習もしようね。

①グループ1月15日（火）、②グループ16日（水）

9：30～11：30

子育て支援センター

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

時

場

時

場

ぽっぽでおやつ作り
お母さんと一緒にホットケーキを作るよ。ホットケーキに

お顔やいろんなお絵かきをしてみよう。出来上がりが楽し

みだね。参加希望者は2月5日（火）までに子育て支援セン

ターまで連絡してください。

2月7日（木）、8日（金）　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

時

場

時

場

　　その他の活動　

発達相談員の橋村さんによる発達講座です。気になること

など気軽に相談もできます。絵本ボランティアさんによる

絵本の読み聞かせもあります。

1月17日（木）　10：00～11：30

子育て支援センター

◆ぽっぽの広場（0，1，2，3歳児対象）

12・1月生まれのお誕生日をみんなでお祝いしようね。

[ぴよちゃんクラブ]1月24日(木)　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）1月25日(金)　9：30～11：30

子育て支援センター

◆お誕生会

使わなくなった育児用品、子ども服など、持ち寄ってみんな

で譲り合いましょう。おうちにあったら、持って来てね。

1月29日（火）　10：00～11：30

子育て支援センター

◆譲ってください、譲ります（0，1，2，3歳児対象）

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

後期の離乳食の作り方を教えてもらいましょう。試食もで

きますよ。参加希望者は2月1日（金）までに支援センターま

で連絡してください。登録していない方でも参加できます。

※参加者は材料代100円と、お家で使っているスプーンな

ど持参してください。

2月5日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆離乳食講習会

時

場

時

場

1年間元気に過ごせるように、みんなで豆まきをするよ。お母

さんと力を合わせて鬼をやっつけよう！

[ぴよちゃんクラブ]1月31日（木）9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ） 2月1日（金）9：30～11：30

子育て支援センター　　

◆豆まき

※新たに参加を希望される人は、準備などの都合がありま
　すので、あらかじめご連絡ください。（活動内容によって
　は、ご遠慮をお願いする場合もあります）①など番号が
　付いている活動は、日程ごとにグループに分かれます。

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）のご案内
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。お子さま1人につき350
万円以内を、固定金利（1・78％（平成30年11月12日現在））で利用でき、在学期間内は利息のみのご返済とする
ことができます。
　詳しくは、「国の教育ローン」で検索していただくか、コールセンターへお問い合わせください。

【問い合わせ先】教育ローンコールセンター　☎0570-008656（ナビダイヤル）　☎03（5321）8656

保 育 所 名

★八束保育所
古津賀保育所

具同保育所

竹島保育所

川崎保育所

1月15日

1月16日

1月17日

2月4日

1月21日

2月8日

1月21日

火

水

木

月

月

金

月

時　間

9：30 ～ 10：30

9：30 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30

9：30 ～ 11：00

9：30 ～ 11：00

駐車場

数台有

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月日

◎今年度より園庭開放日のうち、1日のみ園内見学の日を設けて
います。（★印の表示）園内を見学して、いろいろ話を聞くことが
できます。（雨天の場合もあります。）

育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。
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相
続
登
記
相
談
会

　
高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、2
月
を「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
」月
間
と
定
め
、相
続

登
記
の
ほ
か
、遺
産
分
割
、遺
言
、法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
等
、相
続
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
に
司
法
書
士
が
お
答
え
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
四
万
十
市
近
隣
の
会
場
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。予
約
不
要
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
２
日（
土
）10
時
〜
15
時

▼
場
所

　
・
土
佐
清
水
市
中
央
公
民
館

　（
土
佐
清
水
市
天
神
町
11
番
15
号
）

　
・
三
原
村
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

　（
三
原
村
宮
ノ
川
1
1
3
0
番
地
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
高
知
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8（
8
2
5
）3
1
4
3

お
詫
び
と
訂
正

年
末
の
普
通
ご
み
の
収
集
日
に

つ
い
て

　
中
村
地
区
・
具
同
地
区
の「
平
成
30
年
度
四

万
十
市
家
庭
ご
み
収
集
計
画
表
」裏
面
の
収

集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
普
通
ご
み
の
収
集
日

が
、誤
っ
た
表
記
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
中
村
地
区
・
具
同
地
区
の
年
内
最
後
の
収

集
日
は
12
月
27
日（
木
）で
す
。12
月
31
日（
月
）

は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
6

ト
ン
ボ
王
国
恒
例
の
冬
の
風
物
詩
　

「
ス
イ
レ
ン
抜
き
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
は
、美
し
い
景
観
作

り
を
主
目
的
と
し
て
、や
や
広
め
の
ト
ン
ボ

池
15
個
で
温
帯
ス
イ
レ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。夏
の
間
に
水
面
一
杯
に
広
が
る
ス
イ
レ

ン
の
葉
は
、池
の
中
を
酸
欠
状
態
に
し
て
し

ま
い
、放
置
す
れ
ば
ト
ン
ボ
や
メ
ダ
カ
な
ど

の
水
生
動
物
だ
け
で
な
く
、翌
年
の
ス
イ
レ

ン
開
花
数
も
減
少
し
ま
す
。

　
ト
ン
ボ
王
国
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
日
奮
闘
し

て
い
ま
す
が
、冬
季
は
随
時
、ス
イ
レ
ン
抜
き

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

氷
が
張
っ
て
池
に
入
れ
な
い
日
を
除
き
、12

月
か
ら
3
月
ま
で
、午
後
1
時
か
ら
3
時
の

間
な
ら
、い
つ
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

話
の
タ
ネ
に
体
験
さ

れ
た
い
方
、大
歓
迎
で

す
。
な
お
、
ク
ワ
や
ウ

エ
ダ
ー
な
ど
の
作
業

道
具
は
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。ご
自
身
で
抜
い

た
ス
イ
レ
ン
は
お
土

産
に
ど
う
ぞ
。

年
末
年
始
の
催
し

（
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お
入
館
者
対
象
）

金
運
ナ
マ
ズ
今
冬
も
お
目
見
え
！

　
そ
の
体
色
か
ら「
弁
天
ナ
マ
ズ
」も
し
く
は

「
金
運
ナ
マ
ズ
」と
し
て
人
気
の
、イ
ワ
ト
コ

ナ
マ
ズ
黄
変
個
体
の
特
別
展
示
を
今
冬
も
行

い
ま
す
。

　
2
0
1
4
年
夏
に
京
都
市

の
水
族
館
か
ら
全
長
25
㎝
ほ

ど
で
譲
り
受
け
た
も
の
で
、

昨
年
の
特
別
展
後
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
水
槽
で
静
か
に
過
ご

し
、
さ
ら
に
見
事
な
金
運
ナ

マ
ズ
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の「
ナ
マ
ズ
詣

で
」を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
展
示
期
間
　

　
12
月
22
日（
土
）〜
1
月
6
日（
日
）

運
試
し
ス
ピ
ー
ド
く
じ

■
内
容
　

　
健
康
祈
願
＆
勝
ち
虫
ビ
ー
ズ
・
ブ
ロ
ー
チ

　
が
当
た
る
三
角
く
じ

■
期
間

　
1
月
1
日（
火
・
祝
日
）〜
3
日（
木
）

世
界
の
昆
虫
パ
ズ
ル
組
み
合
わ
せ
ゲ
ー
ム

■
内
容
　

　
ト
ン
ボ
王
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ズ
ル
を
使
っ

　
た
ゲ
ー
ム（
小
学
生
以
下
：
参
加
賞
と
上
位

　
入
賞
者
に
賞
品
あ
り
）

■
日
時
　
1
月
2
日（
水
）13
時
30
分
〜

＊
こ
の
ほ
か
、メ
ダ
カ
す
く
い
や
ト
ン
ボ
王

国
ク
イ
ズ
冬
編
、ピ
ラ
ル
ク
エ
サ
や
り
体
験

（
16
時
〜
無
料
・
先
着
順
）、四
万
十
川
の
蛇
紋

石
磨
き
＆
ビ
ー
ズ
ト
ン
ボ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

観
光
商
工
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

12月31日（月）は収集しません。ご了承ください。

四万十市家庭ごみ収集計画表裏面　収集日カレンダー

｢広報しまんと｣
スマートフォンで

配信中!
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★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

昨日がなければ明日もない

されど私の可愛い檸檬

静おばあちゃんと要介護探偵

それでも空は青い

鼠、恋路の闇を照らす

花折

ゆえに、警官は見護(みつめ)る

夜汐

宮部　みゆき

舞城　王太郎

中山　七里

荻原　浩

赤川　次郎

花村　萬月

日明　恩

東山　彰良

おばあちゃんのわすれもの

オリンピックのおばけずかん

サラとピンキ－　サンタの国へ行く

どこがながいかわかる？

星のひとみ

ママ―、ポケット！

みけねえちゃんにいうてみな

野生のロボット

森山　京

斉藤　洋

富安　陽子

みやにし　たつや

せな　けいこ

デヴィッド・エズラ・シュタイン

村上　しいこ

ピーター･ブラウン

★ 

大
人
の
た
め
の
生
涯
学
習
講
座 

★

○「
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン
プ
教
室
」

　
・
日
時
　
1
月
26
日（
土
）10
時
〜
12
時（
開
場
9
時
50
分
）

　
・
場
所
　
市
立
図
書
館
内 

多
目
的
ホ
ー
ル

　
・
講
師   

小
泉 

斉
　
　
・
対
象
　
高
校
生
以
上

　
・
参
加
費
　 

1
0
0
0
円
　
　
・
定
員
　
15
名

　
・
申
込
　
事
前
申
込
制
　
　
・
主
催
　
市
立
図
書
館

★ 

英
字
新
聞
譲
渡
の
ご
案
内 

★

　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
英
字
新
聞
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。一
人
5

部
ま
で
。（
袋
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

　
・
日
時
　
1
月
25
日（
金
）9
時
〜（
当
日
は
休
館
日
で
す
。）

　
・
場
所
　
市
立
図
書
館
入
口
前（
本
館
の
み
）

　
※
取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00 January

新着おすすめ8+8
1
月
25
日（
金
）　
館
内
整
理
日

1
平成31年

新着図書（302冊）

平成30年度「人権絵画標語展」の入賞者をお知らせします。
☆入賞作品は、広報2月号より毎月1作品ずつ紹介していきます。お楽しみに。

『人権絵画』

【低学年の部（小1～小3）】

　市　  長　  賞：原　響輝くん（東中筋小1年）

　副　市　長　賞：刈谷　咲葵さん（東中筋小2年）

　教　育　長　賞：和田　翔太くん（東山小2年）

　審査員特別賞：田邊　愉万くん（東山小2年）

　審査員特別賞：山脇　倖史朗くん（東中筋小2年）

　審査員特別賞：林　卯弥斗くん（中村小2年）

【高学年の部（小4～中3）】

　市　  長　  賞：橋本　葵さん（後川中2年）

　副　市　長　賞：名倉　茉莉花さん（東山小4年）

　教　育　長　賞：植木　結菜さん（下田小4年）

　審査員特別賞：細木　汰朗くん（八束小6年）

　審査員特別賞：中川　舞さん（後川中2年）

はら　　ひび き

かり  や　　　さ　き

 わ  だ　　しょうた

 た なべ　　 ゆ　ま　  　

やまわき　 　こう し ろう

はやし　　う　み　と

はしもと　 あおい

 な くら　　  ま　り　か

うえ  き　　   ゆ　な

ほそ  ぎ　　   た  ろう

なかがわ　　まい

『人権標語』

【小学生の部】

市　  長　  賞：岡﨑　悠人くん（中村南小6年）

副　市　長　賞：佐野　将麻くん（東山小6年）

教　育　長　賞：柿葉　孝心くん（中村小1年）

　審査員特別賞：杉本　凪くん（東山小2年）

　審査員特別賞：陸野　ほのかさん（中村小6年）

【中学生の部】

市　  長　  賞：北村　晃大くん（中村中1年）

副　市　長　賞：走川　桜空さん（東中筋中2年）

教　育　長　賞：安田　敏之くん（中村中１年）

　審査員特別賞：福留　聖仁くん（蕨岡中3年）

　審査員特別賞：高倉　彩さん（中村西中2年）

おかざき　　はる  と

 さ　の　　しょうま

かき ば　　 こうしん

すぎもと　　なぎ

むつ の　　　

きたむら　  あき と

はせがわ　　 さくら

やす  だ　 　としゆき

ふくどめ　  せい と

たかくら　  あや

【「人権絵画標語展」入賞者紹介】

　1月10日は「110番の日」です。
　110番は、事件や事故が発生した際に、県民の皆さんと警察を結ぶホット
ラインであり、安全で安心な日常生活に欠かすことのできないものです。
　緊急の場合はすぐに「110番」、緊急の対応を必要としない各種ご相談や
お問い合わせ等は「＃9110番」や、中村警察署相談窓口をご利用ください。

【問い合わせ先】中村警察署　代表　☎（34）0110

110番通報の適切な利用を110番通報の適切な利用を
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募

 

集

催

 

し

ス
ポ
ー
ツ

教
室
・
講
座

健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

久
保
田
 
絢
仁

安
田
 

桃
々

亀
谷
 

菜
心

北
岡
 

未
悠

野
元
 

颯
人

景
平
 

朔

小
林
 

千
紘

西
山
 

結
陽

徳
広
 

大
晟

国
見
 

律

池
口
 

湊

赤
松
 

篤

金
子
 

千
真

渡
会
 

鈴

山
岡
 

岳

小
野
 

翔
平

加
持
 

壮
琉

宮
﨑
 

蘭
ノ
介

は
る
と

も
も

な
こ

み
ゆ

は
や
と

さ
く

ち
ひ
ろ

ゆ
う
ひ

た
い
せ
い

り
つ

み
な
と

あ
つ
し

か
ず
ま

す
ず

が
く

し
ょ
う
へ
い

た
け
る

ら
ん
の
す
け

智
晶

大
輔

誠
二

伸
朗

亮
佑

祐富
則

翔
吾

雄涼剛新浩
二

健
太

恭
輔

智
弘

舞
美

隆
義

（
平
成
30
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
30
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
一
条
通

右

山

駅

前

町

右
山
五
月
町

右
山
天
神
町

安

並

安

並

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

渡

川

渡

川

具
同
田
黒

楠

島

山

路

深

木

深

木

井

沢

井

沢

田
野
川
甲

敷

地

岩

田

久

保

川

久

保

川

勝

間

三

里

小
西
ノ
川

西
土
佐
口
屋
内

西
土
佐
藤
ノ
川

西
土
佐
橘

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
用
井

72888761807164877392878792586291

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課
　

（
３
４
）
１

１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

中
村
京
町

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
新
町

中
村
丸
の
内

古

津

賀

安

並

安

並

佐

岡

入

田

具

同

渡

川

具
同
田
黒

具
同
田
黒

森

沢

有

岡

有

岡

間

崎

津

蔵

渕

下

田

双

海

886390948580828583881008392765777958689918690

植
田
 

益
次

遠
山
 

正
人

岡
 

静
香

野
町
 

静

古
谷
 

睦
子

川
田
 

柳
子

森
 

俊
一

左
古
 

亀

尾
﨑
 

竫

岡
本
 

敏
治

岡
村
 

衣
子

新
谷
 

久
美
子

夕
部
 

冨
子

宮
﨑
 

　
馬

加
持
 

久
実

大
橋
 

雅
子

橋
田
 

三
郎

渡
　
 

和
夫

櫻
木
 

昭
四

田
中
 

清
子

沖
 

登

野
中
 

弁
造

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

宇
都
宮
 
治
夫

黒
川
 

正
男

柿
内
 

亀
喜

尾
﨑
 

尚
夫

岡
田
 

榮
子

井
垣
 

幸
一

上
岡
 

康
高

川
原
 

千
里

景
平
 

和
夫

井
上
 

豊
惠

髙
松
 

松
子

稲
田
 

猛
彦

西
岡
 

イ
ト
ヱ

安
岡
 

由
香
里

安
岡
 

浩
三

沖
本
 

政
子

　
平
成
の
30
年
間
は
、変
化
し
続
け
る

人
権
課
題
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。今
回

は
、国
連
で
採
択
さ
れ
た
人
権
関
係
諸

条
約
等
や
取
り
組
み
を
一
部
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

■
平
成
元
年 

1
9
8
9
年

　「
児
童
に
関
す
る
権
利
条
約
」（
子
ど

　
も
の
権
利
条
約
）採
択

　「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す

　
る
国
際
規
約
の
第
２
選
択
議
定
書

　（
死
刑
廃
止
）」採
択 

■
平
成
２
年 

1
9
9
0
年 

　「
す
べ
て
の
移
住
労
働
者
及
び
そ
の

　
家
族
の
権
利
の
保
護
に
関
す
る
条

　
約
」採
択

■
平
成
７
年 

1
9
9
5
年 

　「
第
４
回
世
界
女
性
会
議
」で「
北
京

　
宣
言
及
び
行
動
綱
領
」採
択

■
平
成
10
年 

1
9
9
8
年 

　「
世
界
人
権
宣
言
」採
択
50
周
年

■
平
成
11
年 

1
9
9
9
年 

　「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の 

　
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
の
選

　
択
議
定
書
」採
択

　「
武
力
の
紛
争
に
お
け
る
児
童
の
関

　
与
に
関
す
る
児
童
の
権
利
に
関
す

　
る
条
約
の
選
択
議
定
書
」お
よ
び「
児

　
童
の
売
買
、児
童
売
春
及
び
児
童
ポ

　
ル
ノ
に
関
す
る
児
童
の
権
利
に
関

　
す
る
条
約
の
選
択
議
定
書
」採
択 

■
平
成
17
年 

2
0
0
5
年

　「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
計
画
」

　
の「
第
１
フ
ェ
ー
ズ
行
動
計
画
」ス

　
タ
ー
ト（
〜
2
0
0
9
年
）

■
平
成
18
年 

2
0
0
6
年 

　「
人
権
理
事
会
」設
立
決
議
を
採
択 

　「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

　（
障
害
者
権
利
条
約
）お
よ
び
そ
の

　「
選
択
議
定
書
」採
択

　 

「
強
制
失
踪
か
ら
の
す
べ
て
の
者

　
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約（
強
制

　
失
踪
条
約
）」採
択

■
平
成
19
年 

2
0
0
7
年

　「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連 

　
宣
言
」採
択 

■
平
成
20
年 

2
0
0
8
年 

　「
世
界
人
権
宣
言
」採
択
60
周
年

■
平
成
22
年 

2
0
1
0
年

　「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
計
画
」

　
の「
第
２
フ
ェ
ー
ズ
行
動
計
画
」ス

　
タ
ー
ト（
〜
2
0
1
4
年
）

　「
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
撤
廃
決
議
」採

　
択 

■
平
成
23
年 

2
0
1
1
年 

　「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ
ン

　
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の
国
連
機

　
関
（
略
称：

Ｕ
Ｎ 

Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
）」
活

　
動
開
始 

　「
児
童
に
関
す
る
権
利
条
約（
子
ど

　
も
の
権
利
条
約
）の
通
報
手
続
き
に

　
関
す
る
選
択
議
定
書
」採
択 

　「
人
権
教
育
お
よ
び
研
修
に
関
す
る

　
宣
言
」採
択

■
平
成
27
年 

2
0
1
5
年

　「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
計
画
」

　
の「
第
３
フ
ェ
ー
ズ
行
動
計
画
」ス

　
タ
ー
ト（
〜
2
0
1
9
年
）

■
平
成
30
年 

2
0
1
8
年 

　「
世
界
人
権
宣
言
」採
択
70
周
年
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京都（左）と中村（右）の山・川・寺社等の位置関係の比較 碁盤の目のまちなみ
（『中村三万石御代之図』より）

一條氏の残したもの～碁盤の目のまちづくり

　市を語る枕詞として、よく「小京都」という語

が用いられる。京都から下向した一條氏との関

わりは言うまでもないが、その他に小“京都”で

ある所以とはなんだろうか。

　市内で京都にちなんだものといえば東山や

鴨川などの地名が思い浮かぶ。今では町の地名

として定着しているが、もとを辿れば京都の地

名と結びつくものかもしれない。町が基盤とす

る地形に目を向けると、京都は桂川と鴨川に挟

まれた平地に京都御所がある。一方、中村のま

ちも同じように四万十川と後川の間に御所跡

が推定されている。「東山」と御所、川の位置関

係も類似する。前号で紹介した不破八幡宮は京

都の石清水八幡宮を勧請したものであり、安並

の石見寺も一條時代に比叡山延暦寺を模した

ものである。

　このように比較すると、中村のまちの諸要素

が京都のそれを意識した配置であるといえよ

う。

　「碁盤の目のまちなみ」もよく中村を評して

使われる言葉であるが、中世に御所に向かって

作られた南北の通り（たて町）に、近世に城を正

面とした東西の通り（よこ町）が交わることに

より形成されたものと考えられ、一條氏以降の

時代においても、その影響がまちの中に残って

いたことが伺える。（以下次号）

一
條
家
か
ら
始
ま
る
中
村
物
語
⑩

一
條
家
か
ら
始
ま
る
中
村
物
語
⑩

いしみじ ひえいざんえんりゃくじ

　50年後の「土佐の小京都中村600年祭」に向けて、後世に残したいメッセージ（絵も可）や写真を募
集します。応募のメッセージ等は、2月に予定している550年祭フィナーレで市立郷土資料館に収蔵
し、600年祭において公開します。
　たくさんの応募をお待ちしています。

■応募方法
　所定の応募用紙に必要事項を記入のう
え、応募箱に投函してください。必ず住
所・氏名・連絡先の記入をお願いします。
メッセージ（絵も可）のみ、写真のみ、また
はその両方でもかまいません。写真は2L
サイズ（縦：127㎜、横：178㎜）までとし、写
真貼り付けの際は、写真裏面にも必ず住
所・氏名の記載をお願いします。

■応募箱の設置および応募用紙の配布場所
　市役所（本庁1階ロビー・西土佐総合支所）、市立郷土資料館、市立中央公民館、中村商工会議所

■応募期限　1月25日（金）17時

【問い合わせ先】
　土佐の小京都中村550年祭実行委員会事務局　(市)観光商工課
　☎(34)1783  ☎(34)1126

550年祭記念メッセージ記録事業

土佐の小京都中村550
年祭

録事業業業業録ジ記記録録

祭

※イメージです。

後世に残したい
メッセージ募集
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㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
㈱奥宮工業
㈲大同設備
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2月2日
2月3日
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2月10日
2月11日
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３５）４８７９

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111
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1月実施の統計調査

【問い合わせ先】（県）総務部 統計分析課　☎088(823)9344

調　査　名 該当地区

労働力調査 有岡、磯ノ川

個人企業経済調査
中村一条通、大橋通、新町、天神橋、
山手通、東下町、本町、栄町、於東町

佐々木整形外科
幡多病院
中村病院
中村クリニック
さくらクリニック
市民病院
小原外科胃腸科
大野内科
市民病院
小原外科胃腸科
市民病院
竹本病院
木俵病院
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2月
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1
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13
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3
10
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☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）1 2 1 1

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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「広報しまんと」2月号は
1月30日(水)発送予定です
「広報しまんと」2月号は
1月30日(水)発送予定です
「広報しまんと」2月号は
1月30日(水)発送予定です

有料広告
掲載スペース

有料広告
掲載スペース
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